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 安全・確実ツール

FFIBERIBER T TOO T THEHE H HOMEOMEFFIBERIBER T TOO T THEHE H HOMEOME

光ファイバを曲げて漏れる光を検出するロー
カルディテクション方式を採用した光ファイ
バ心線識別機。
小型・軽量・手にフィットする形状で手軽に
どこへでも持ち運び、簡単に確実な識別作
業が可能です。
光の進行方向を確認することも可能です。

光ファイバケーブルシース除去時の光ファイ
バ心線切断を回避する安全設計により、安
全・確実な作業が行えます。
除去刃を入れた光ファイバケーブルシース切
り口の目視確認が可能となっており、円周
方向、長手方向への切断作業がこれ１台で
行えます。

光ファイバ心線の『安全』・『確実』作業に最適

光ファイバ識別機 ID-H/R v3
FineシースストリッパⅡ

 CS201

アクセス配線ツール

業界最軽量の750g 、小型軽量型モデルを新たにリリース！
カートリッジ式バッテリ、軸ずれアシスト機構、心線曲がり癖除
去機能など架空での接続作業に優れた新型融着接続機です。

光ファイバ同士を突き合わせて接続するメカニカルスプライス。
新規開発の接続治具を添付品として供給するため、別途工具
を準備する必要がありません。
小型・軽量で電源も必要としないため、架空・宅内などどこで
も簡単に確実な接続作業が可能です。

ブロードバンド時代の新しいスプライスギア

融着接続機 S001M4

メカニカルスプライス

P.7

P.20

P.16 P.15

地下配線ツール

�光ファイバケーブルメーカーとして多くの施
工実績を誇る古河電工は、接続技術者とし
て得られた経験を生かし、豊富なラインナッ
プで光ファイバの接続ニーズに応えます。
�作 業 性と信 頼 性が飛 躍 的にアップした
S124Mシリーズ。多心融着接続機で求めら
れる全てがこの１台に。

情報インフラ網整備のスペシャルツール

融着接続機 S124M4/M8/M12

P.8



大規模マンション

アパート
戸建住宅

大規模マンション

アパート
戸建住宅

宅内配線ツール
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 安全・確実ツール

融着機を用いた、低損失・低反射・高信頼
な現場付けコネクタです。ネジ止め方式によ
るコードケブラーかしめにより簡易な組立を実
現。SCタイプ/LCタイプ、心線用/Φ2mmコー
ド用/Φ3mmコード用、APC/SPCなどの豊
富なラインナップ。

かんたんSCコネクタ

EZ!Fuse®

P.18

P.21

住宅内接続の最先端技術
メカニカルスプライスの接続技術を応用し、
無研磨・無接着・短時間にて簡単に確実な
光コネクタの組立作業が可能です。
かんたんSCコネクタは「心線把持型」と「ケー
ブル把持型」とを取り揃えています。

FFIBERIBER T TOO T THEHE H HOMEOMEFFIBERIBER T TOO T THEHE H HOMEOME

光加入者線路（PON）におけるスプリッタ下
部の光ファイバ心線での断線、曲げ、接続
不良などの各種故障箇所を容易に探索可能
なツールです。
パワーメータ機能・光源機能・可視光源機
能・ネットワーク機能を搭載したオールインワ
ン設計で故障修理作業をサポートします。故障修理支援ツール

LBT-103

P.18



光ファイバ融着接続の流れ

皮むき 清 掃 切 断 融着接続 加熱補強

接続した光ファイバの曲げ強
度を補強するために補強熱ス
リーブで保護します。また対
環境性、対保存性にも優れ、
接続部のフィールドでの長期
保管を可能にします。

対向する光ファイバをアーク
放電で接続します。接続前に
は、光ファイバの前処理の状
態を検査し、軸にずれ等がな
いことを確認します。接続部
の検査も行います。 

光ファイバを鏡面状に高精度
に切断する工程です。光ファ
イバカッタを使用します。

皮むき後、光ファイバ周囲
に付着している被覆カスを
アルコールと専用脱脂綿で
清掃します。

光ファイバを保護している
被覆部をむく工程です。光
ファイバストリッパを使用
します。

10-11
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12
Page

6-9
Page

13
Page

FITEL とは？
古河電工の光伝送システム関連製品のブランド名で、
F：Furukawa Electric
IT：Information Technology
TEL：Telecommunicationからとっています。

ブロードバンドネットワークの構築に欠かせない通信用光ファイバ。
古河電工では光ファイバケーブルの製造・販売に加え、
光ファイバを接続する接続工具類の開発、製造、販売を行っています。
光ファイバの製造から線路設計、施工まで全てを担ってきた
古河電工の技術と経験がフィードバックされている
FITEL の光ファイバ接続工具類は、施工フィールドにおいて
高品質、簡単、確実な作業環境をご提供しています。

切断ツール 測定器

光ファイバ心線の被覆
除去をした後、所定の�
寸法に光ファイバを切
断するための工具です。

光加入者線路（PON）におけるスプリッタ下部の光ファイバ
心線での断線・曲げ・接続不良などの各種故障箇所を容易に
探索可能です。

S327A………………………………… P.12 LBT-103… ………………………………… P.17

 接続ツール （光ファイバ融着接続機）

地下光ケーブル接続工事、幹線光ケーブル接続工事に最適なモデルです。
保守工事用、教育訓練用としてもご利用いただけます。
S124M4、S124M8およびS124M12の3機種をラインナップしています。

S124Mシリーズ… ………………………… P.8

S001M4… ……………………………P.7

宅内光ケーブル接続工事、構内光ケーブル接続工事、アクセス系
光ケーブル接続工事、光LAN構築工事等移動が頻繁な光ケーブ
ル接続施工に最適なモデルです。
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現場付けコネクタ＆清掃ツール

メカニカルスプライスの技術を応用し、現場で簡単にインドア
ケーブルに取り付けられるSCタイプのコネクタです。

かんたんSCコネクタ…………… P.18

光ファイバ融着接続の流れ

皮むき 清 掃 切 断 融着接続 加熱補強

接続した光ファイバの曲げ強
度を補強するために補強熱ス
リーブで保護します。また対
環境性、対保存性にも優れ、
接続部のフィールドでの長期
保管を可能にします。

対向する光ファイバをアーク
放電で接続します。接続前に
は、光ファイバの前処理の状
態を検査し、軸にずれ等がな
いことを確認します。接続部
の検査も行います。 

光ファイバを鏡面状に高精度
に切断する工程です。光ファ
イバカッタを使用します。

皮むき後、光ファイバ周囲
に付着している被覆カスを
アルコールと専用脱脂綿で
清掃します。

光ファイバを保護している
被覆部をむく工程です。光
ファイバストリッパを使用
します。

10-11
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FITEL とは？
古河電工の光伝送システム関連製品のブランド名で、
F：Furukawa Electric
IT：Information Technology
TEL：Telecommunicationからとっています。

光ファイバテープ心
線を加熱し軟化させ
ることにより容易に
被覆除去することが
可能な工具です。

S218R-Plus
…………………………………… P.11S211B

………………… P.10

光ファイバ心線φ0.25mm
とφ0.90mmの被覆除去、光
コードφ2.0mmとφ3.0mm
の外被除去が可能です。

3

被覆除去ツール

メカニカルスプライス…………P.20

SM型0.25mm単心光ファイバの接続を融着やコネクタ取り付
け作業を行わず、簡単・確実に行えます。

アダプタ内コネクタ、コネクタプラグ単体両方に対応し、
簡単にコネクタ端面の汚れを除去するクリーナーです。

FITEL CLEAN………………… P.21

多心用
クリーナー

単心用
クリーナー

EZ!Fuse®……………………………… P.21

融着機を用いた、低損失・低反射・高信頼な
現場付けコネクタです。SCタイプ/LCタイプ
をラインナップ。
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融着接続機型式

固定V溝型

単心線専用 単心から4心
光ファイバテープ心線用

単心から8心
光ファイバテープ心線用

単心から12心
光ファイバテープ心線用

NJ001A S001M4 S124M4 S124M8 S124M12

主な用途、特長

単心光ファイバ接続専用
・FTTH接続施工
・�CATV引宅、�
宅内接続施工など

単心線から光ファイバテープ心線の接続
・幹線系光ファイバケーブル通信網の建設、保守用途
・支線系光ファイバケーブル通信網の建設、保守用途
・FTTH施工、CATV引宅、宅内接続施工など

外観

品名 品番 掲載
ページ

単心光ファイバストリッパ S211B P.10 推奨セット構成品 推奨セット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品

光ファイバホットストリッパ

S218R-Plus P.11 ○ 推奨セット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品

S218R-Plus-500 P.11 ○ ○ ○ ○ ○

S218R-200 Ver.2 P.11 ― ○ ○ ○ ○

光ファイバカッタ S327A P.12 推奨セット構成品 推奨セット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品

光ファイバ
ホルダ

適
用
心
線

0.25mm被覆径 
単心線用 S712S-250 P.10 標準セット構成品

推奨セット構成品
標準セット構成品�
推奨セット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品

0.5mm被覆径 
単心線用 S712S-500 P.10 ○ ○ ○ ○ ○
0.9mm被覆径 
単心線用 S712S-900 P.10 ○ 推奨セット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品

2心光ファイバテープ
心線用 S712A-002 P.10 ― 推奨セット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品

4心光ファイバテープ
心線用 S712A-04e P.10 ― 標準セット構成品�

推奨セット構成品 標準・推奨・フルセット構成品 標準・推奨・フルセット構成品 フルセット構成品

8心光ファイバテープ
心線用 S712A-08e P.10 ― ― ― 標準・推奨・フルセット構成品 フルセット構成品

12心光ファイバテープ
心線用 S712A-12e P.10 ― ― ― ― 標準・推奨・フルセット構成品

0.5mm被覆径単心線
4心一括接続用 S712R-500 P.10 ― ○ ○ ○ ○
単心インドアケーブル用
単心ドロップケーブル用 S712S-1SM-D P.10 ○ ドロップセット構成品 ○ ○ ○
単心細径インドアケーブル用
単心細径ドロップケーブル用 S712S-1SM-ST P.10 ○ ドロップセット構成品 ○ ○ ○
2心インドアケーブル用
2心ドロップケーブル用 S712A-2SM-D P.10 ― ○ ○ ○ ○

ネックストラップ付き作業台
NSB-02 P.6 ○ ― ― ― ―

WBT-03 P.7 ― ○ ― ― ―

搬送冶具

TRP-06 P.6 ○ ― ― ― ―

TRP-07 P.9 ― ― ○ ○ ○

TRP-11 P.7 ― ○ ― ― ―

搬送ホルダ（ドロップケーブル用） TRH-01 P.6、7、9 ○ ○ ○ ○ ○

搬送ホルダ（4心一括接続用） TRH-02 P.9 ― ○ ○ ○ ○

搬送ホルダ台 TRH-03 P.7、9 ― ○ ○ ○ ○

■光ファイバ融着接続機 および 関連製品　組み合わせ一覧表

固定V溝型

小型単心光ファイバ融着接続機	 単心　　　	 NJ001A ...........P.6
小型多心光ファイバ融着接続機	 単心～4心	 S001M4 ..........P.7
多心光ファイバ融着接続機	 単心～4心	 S124M4 ..........P.8
	 単心～8心	 S124M8 ..........P.8
	 単心～12心	S124M12 ......P.8

光ファイバ融着接続機

光ファイバカッタ

光ファイバストリッパ

光ファイバカッタ	 S327A ............................................P.12

単心光ファイバストリッパ	 S211B .............................................P.10
光ファイバホットストリッパ	 S218R-Plus ..............................P.11
	 S218R-Plus-500 ................P.11
	 S218R-200 Ver.2 ............P.11

光ファイバ融着接続関連工具

○：適用可

光ファイバ融着接続機 および 関連製品一覧
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融着接続機型式

固定V溝型

単心線専用 単心から4心
光ファイバテープ心線用

単心から8心
光ファイバテープ心線用

単心から12心
光ファイバテープ心線用

NJ001A S001M4 S124M4 S124M8 S124M12

主な用途、特長

単心光ファイバ接続専用
・FTTH接続施工
・�CATV引宅、�
宅内接続施工など

単心線から光ファイバテープ心線の接続
・幹線系光ファイバケーブル通信網の建設、保守用途
・支線系光ファイバケーブル通信網の建設、保守用途
・FTTH施工、CATV引宅、宅内接続施工など

外観

品名 品番 掲載
ページ

単心光ファイバストリッパ S211B P.10 推奨セット構成品 推奨セット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品

光ファイバホットストリッパ

S218R-Plus P.11 ○ 推奨セット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品

S218R-Plus-500 P.11 ○ ○ ○ ○ ○

S218R-200 Ver.2 P.11 ― ○ ○ ○ ○

光ファイバカッタ S327A P.12 推奨セット構成品 推奨セット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品 推奨・フルセット構成品

光ファイバ
ホルダ

適
用
心
線

0.25mm被覆径 
単心線用 S712S-250 P.10 標準セット構成品

推奨セット構成品
標準セット構成品�
推奨セット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品

0.5mm被覆径 
単心線用 S712S-500 P.10 ○ ○ ○ ○ ○
0.9mm被覆径 
単心線用 S712S-900 P.10 ○ 推奨セット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品

2心光ファイバテープ
心線用 S712A-002 P.10 ― 推奨セット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品 フルセット構成品

4心光ファイバテープ
心線用 S712A-04e P.10 ― 標準セット構成品�

推奨セット構成品 標準・推奨・フルセット構成品 標準・推奨・フルセット構成品 フルセット構成品

8心光ファイバテープ
心線用 S712A-08e P.10 ― ― ― 標準・推奨・フルセット構成品 フルセット構成品

12心光ファイバテープ
心線用 S712A-12e P.10 ― ― ― ― 標準・推奨・フルセット構成品

0.5mm被覆径単心線
4心一括接続用 S712R-500 P.10 ― ○ ○ ○ ○
単心インドアケーブル用
単心ドロップケーブル用 S712S-1SM-D P.10 ○ ドロップセット構成品 ○ ○ ○
単心細径インドアケーブル用
単心細径ドロップケーブル用 S712S-1SM-ST P.10 ○ ドロップセット構成品 ○ ○ ○
2心インドアケーブル用
2心ドロップケーブル用 S712A-2SM-D P.10 ― ○ ○ ○ ○

ネックストラップ付き作業台
NSB-02 P.6 ○ ― ― ― ―

WBT-03 P.7 ― ○ ― ― ―

搬送冶具

TRP-06 P.6 ○ ― ― ― ―

TRP-07 P.9 ― ― ○ ○ ○

TRP-11 P.7 ― ○ ― ― ―

搬送ホルダ（ドロップケーブル用） TRH-01 P.6、7、9 ○ ○ ○ ○ ○

搬送ホルダ（4心一括接続用） TRH-02 P.9 ― ○ ○ ○ ○

搬送ホルダ台 TRH-03 P.7、9 ― ○ ○ ○ ○

■光ファイバ分割・分離工具

品名 品番 用途 写真 掲載
ページ

光ファイバ
素線分離具 S220A

光ファイバテープ
心線を単心ファイ
バへ素線分離する
工具

P.14

テープ
分割工具 S233□

光ファイバテープ
心線を希望する心
線へ分割する工具

P.14

品名 品番 用途 写真 掲載
ページ

Fineシース
ストリッパⅡ CS201

中間後分岐接続時
に、シースを除去
しファイバ心線を
取り出す工具

P.15

QSテープ
単心分離工具 QS101

光ファイバテープ
心線を中間で単心
分離できる工具

P.15

品名 品番 写真 掲載ページ

光ファイバ識別機 ID-H/R v3 P.16

故障修理
支援ツール LBT-103 P.17

■光ファイバ識別機/故障修理支援ツール

補強熱スリーブ S92□ シリーズはP.13ページに�
掲載されています。



問い合わせ先　光接続機器部 技術課　0436-55-8178　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

■広く作業しやすいワークスペース
■�カールリムーブ機能 
（心線曲がり癖除去）搭載

■�ドロップケーブル接続に適した 
高トルクモータ採用

■3個のLED手元照明搭載
■優れた耐環境性能

小型単心光ファイバ融着接続機　NJ001A

■アクセサリ
品名 品番 数量

ソフト収納ケース SCC-01 1個
ネックストラップ（落下防止） NSB-01 1式
ネックストラップ付作業台 NSB-02 1式
USBケーブル USB-01 1本
カーシガレットケーブル CDC-03 1本
搬送治具 TRP-06 1個
搬送ホルダ（ドロップケーブル用） TRH-01 1個

■光ファイバホルダ
P.10 光ファイバホルダ S712シリーズ参照

■適用補強熱スリーブ
P.13 補強熱スリーブ参照

■推奨・標準セット構成品
品名 品番 数量

標
準

NJ001A融着接続機本体 NJ001A-X-A-0001 1台
ハード収納ケース HCC-06 1個
融着接続機本体用ACアダプタ S978C 1個
融着接続機本体用AC電源コード — 1本
バッテリ（本体内蔵） S946 1個
予備電極棒 ELR-01 1対
補強部設置台 CTX-02 1個
V溝清掃ブラシ VGC-01 1個
電極棒研磨用ゴム砥石 D5111 1個
三脚アダプタ TPA-01 1個
0.25mm被覆径単心線用光ファイバホルダ S712S-250 1組
ハンドラップ — 1個
簡易取扱説明書 FTS-B522 1部
取扱説明書 UMC-01 1枚

推
奨

光ファイバストリッパ S211B 1個
光ファイバカッタ S327A 1式

※融着接続機本体単品での販売は行いません。

■仕様
項目 特性

適用光ファイバ＊1） SMF（G.652、G.657A1、G657A2）、MMF（G.651）、DSF（G.653）、NZ-DSF（G653）、BIF（G.653B3）
接続可能心線数 単心線
光ファイバ外径 標準：125µm
光ファイバ被覆外径 標準：0.25mm、0.50mm、0.90mm
光ファイバ切断長 10mm
平均接続損失＊2） SMF：0.05dB、MMF：0.02dB、DSF：0.08dB、NZ-DSF：0.08dB
標準融着接続時間 13秒
標準加熱補強時間 25秒（S921 POWER、S922 POWER）
融着プログラム数 150条件
加熱プログラム数 30条件
補強熱スリーブ 20mm、40mm、60mm
引張試験 1.96N引張り試験
放電自動補正機能 温度、気圧に応じて自動補正
ファイバ観察方式 X軸、Y軸からの2方向観察
保存可能接続データ数 融着接続データ：1,500接続　　放電検査データ：100回（自動上書き保存形式）
保存可能画像数 24枚
寸法 124W × 161D × 64.5H mm（衝撃緩衝材、突起物含まず）
質量  970g（バッテリ含む）
モニタ 3.5インチLCDモニタ
データ通信ポート＊3） USB ver. 2.0 mini-B
電源 AC：100 ～ 240V（50/60Hz）　　DC：11 ～ 17V
バッテリ連続使用回数＊4） 100回
電極棒寿命＊5） 1,500回
使用環境条件 高度：0 ～ 5,000m、温度：－10 ～＋50℃、湿度：0 ～ 95%（結露なきこと）、風速：15m/sec
保管環境条件 温度：－40 ～＋60℃、湿度：0 ～ 95%（結露なきこと）
環境特性＊6） 落下特性：76cm（上面を除く5面）、防塵・防水特性：IP52

＊1）ITU-T規格に準じた光ファイバに対応します。　
＊2）融着接続機の特性を示す目的で良好な環境において、同一の光ファイバを用いて接続したときの数値であり、接続損失を保証するものではありません。
＊3）融着接続データや画像をPCに保存できます。
＊4）�100%充電した新品のバッテリを使い、室温環境（約20℃）で光ファイバ心線を約120秒サイクルで連続して融着接続と加熱補強が行える回数。 

バッテリの状態や使用環境により使用回数は異なります。
＊5）電極棒の状態や使用環境によって使用できる回数は異なります。
＊6）風防を閉じた状態で試験しており本製品の無破損、無故障を保証するものではありません。

光
フ
ァ
イ
バ
融
着
接
続
機

6

光ファイバ融着接続機



問い合わせ先　光接続機器部 技術課　0436-55-8178　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

■業界最軽量の750g
■融着接続約13秒、加熱補強約25秒の高速動作
■カートリッジ式バッテリ採用
■3個のLED手元照明搭載
■軸ずれ矯正アシスト機構搭載
■カールリムーブ機能（心線曲がり癖除去）搭載
■使いやすさを追求した機能性プロダクトデザイン

小型多心光ファイバ融着接続機　S001M4

■アクセサリ
品名 品番 数量

三脚アダプタ TPA-02 1個
ネックストラップ付作業台＊10） WBT-03 1式
傾斜スタンド AGS-03 1個
USBケーブル USB-01 1本
カーシガレットケーブル CDC-04 1本

＊10）三脚アダプタ（TPA-02）が1個付属しています。

■光ファイバホルダ
P.10 光ファイバホルダ S712シリーズ参照

■適用補強熱スリーブ
P.13 補強熱スリーブ参照

項目 特性

適応光ファイバ＊1）
SMF（ITU-T G.652.B,D）、MMF（ITU-T G.651）、
DSF（ITU-T G.653.A）、NZ-DSF（ITU-T G.655）、

BIF（ITU-T G.657.A1,A2）
接続可能心線数 単心、2心、4心
光ファイバ外径 標準：125µm

光ファイバ被覆外径 単心線外径：標準 0.25mm、0.50mm＊2）、0.90mm
テープ心線厚：標準 0.28 ～ 0.40mm

光ファイバテープ
整列ピッチ 標準：0.25mm

光ファイバ切断長 10mm

平均接続損失＊3） SMF：0.05dB、MMF：0.02dB、
DSF：0.08dB、NZ-DSF：0.08dB

標準融着接続時間＊4） SM4心テープ接続時：約13秒

標準加熱補強時間＊5） テープ心線：約25秒（S924 POWER）
     約45秒（S924）

融着接続プログラム数 300条件
加熱補強プログラム数 100条件
適応補強熱スリーブ 40mm、60mm
融着接続後
スクリーニング 1.96N引張り試験

放電自動補正機能 温度、気圧に応じて自動補正
光ファイバ観察方式 X軸、Y軸からの2方向観察
光ファイバ像表示倍率 28倍（SM4）、52倍（SM1）

保存可能接続データ数 融着接続データ：1,000接続
放電検査データ：100回（自動上書き保存形式）

保存可能画像数 100件（X、Yで200画面）

寸法 120W × 165D × 65H mm
（衝撃緩衝材、突起物含まず）

質量 750g以下（バッテリ含む）
モニタ 2.8インチカラー液晶モニタ（タッチパネル機能付き）
データ通信ポート＊6） USB ver. 2.0 mini-B

電源 AC：100 ～ 240V（50/60Hz）
DC：11 ～ 24V

バッテリ種類 リチウムイオン電池
バッテリ連続使用回数＊7） S924使用時、約140回（標準構成品バッテリ2個使用）
電極棒寿命＊8） 約1,500回

使用環境条件 高度：0 ～ 2,000m　　温度：－10 ～＋50℃
湿度：0 ～ 95% （結露なきこと）　　風速：15m/sec

融着接続機本体保管
環境条件 温度：－40 ～＋60℃　　湿度：0 ～ 95%（結露なきこと）

バッテリ保管環境条件 温度：－20 ～＋45℃

環境特性＊9） 落下特性：76cm（底面1面）、衝撃保護：IK07、
防塵・防水特性：IP52

＊1）ITU-T勧告に準じた光ファイバに対応します。
＊2）�0.50mmは、オプションの0.50mm被覆径単心用光ファイバホルダおよび

0.50mm被覆径単心線4心一括接続用光ファイバホルダが必要です。
＊3）�融着接続機の特性を示す目的で、IEC61073-1の試験方法において測定

した時の数値であり、接続損失を保証するものではありません。
＊4）�接続を開始してから完了するまでの標準的な時間であり、使用状況や使

用環境およびファイバの種類により変わります。
＊5）�加熱を開始してから完了するまでの標準的な時間であり、使用状況や使

用環境およびバッテリの状態により変わります。
＊6）融着接続データや画像をPCに保存できます。
＊7）�100%充電された新品のバッテリを使い、室温環境（約20℃）で光ファイバ

心線を120秒に1回のペースで連続して融着接続と加熱補強を行える回数。 
バッテリの状態や使用状況、使用環境によって使用できる回数は異なります。

＊8）電極棒の状態や接続心線数、使用環境によって回数は異なります。
＊9）�風防を閉じた状態で試験しており本製品の無破損、無故障を保証するも

のではありません。

■仕様

品名 品番
数量

S001M4-A S001M4-B

標
準

S001M4融着接続機本体 S001M4-X-A-0001 1台 1台
ソフト収納ケース SCC-02 1個 －
ハード収納ケース HCC-13 － 1個
融着接続機本体用ACアダプタ S979C 1個 1個
融着接続機本体用AC電源コード － 1本 1本
バッテリ S943D 2個 2個
バッテリ充電器 S958C 1個 1個
バッテリ充電器用ACアダプタ S976C 1個 1個
バッテリ充電器用AC電源コード － 1本 1本
ハイパック HPS-02 1個 1個
予備電極棒 ELR-02 1対 1対
補強部設置台 CTX-02 1個 1個
ファイバリフォーマ FRF-01 1組 1組
V溝清掃ブラシ VGC-01 1個 1個
電極棒研磨用ゴム砥石 D5111 1個 1個
LCD反射防止シート ARS-03 1枚 1枚
光ファイバホルダ収納ケース ASC-01 1個 1個
0.25mm被覆径単心線用
光ファイバホルダ S712S-250 1組 1組

4心光ファイバテープ心線用
光ファイバホルダ S712A-04e 1組 1組

ネックストラップ NSB-04 1式 1式
ハンドラップ － 1個 1個
簡易取扱説明書 FTS-B610 1部 1部

推
奨

0.90mm被覆径単心線用
光ファイバホルダ S712S-900 1組 1組

2心光ファイバテープ心線用
光ファイバホルダ S712A-002 1組 1組

光ファイバストリッパ S211B 1個 1個
光ファイバホットストリッパ S218R-Plus 1式 1式
光ファイバカッタ S327A 1式 1式

ド
ロ
ッ
プ

単心インドアケーブル、
単心ドロップケーブル用光ファイバホルダ S712S-1SM-D 1組 1組

単心細径インドアケーブル、
単心細径ドロップケーブル用光ファイバホルダ S712S-1SM-ST 1組 1組

搬送治具 TRP-11 1個 1個
搬送ホルダ TRH-01 1個 1個
搬送ホルダ台 TRH-03 1個 1個

※融着接続機本体単品での販売は行いません。

■標準・推奨・ドロップ構成品
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項目 S124M4 S124M8 S124M12
適用光ファイバ＊1） SMF（ITU-T G.652.B, D）、MMF（ITU-T G.651.1）、DSF（ITU-T G.653.A）、NZ-DSF（ITU-T G.655）、BIF（ITU-T G.657.A1, A2）、CSF（ITU-T G.654.E）
接続可能心線数 単心、2心、4心 単心、2心、4心、6心、8心 単心、2心、4心、6心、8心、12心
光ファイバ外径 標準：125µm
光ファイバ単心線被覆外径 標準 0.25mm、0.50mm＊2）、0.90mm
光ファイバテープ心線厚 標準 0.28 ～ 0.40mm 標準 0.20 ～ 0.40mm
光ファイバテープ整列ピッチ 250µm 200µm、250µm
光ファイバ切断長 10mm
平均接続損失＊3） SMF：0.05dB　　MMF：0.03dB　　DSF：0.08dB　　NZ-DSF：0.08dB　　CSF：0.05dB

標準融着接続時間
SM単心線接続時：13秒

SM4心テープ接続時：13秒 SM4心テープ接続時：13秒
SM12心テープ接続時：15秒

標準加熱補強時間

単心線：13秒（S921 POWER）

テープ心線：14秒（S924 POWER）

テープ心線：14秒（S924 POWER）
12心テープ心線：58秒 
（S924F POWER）

12心テープ心線（間欠接着型）：28秒 
（S927R POWER）

融着接続プログラム数/加熱補強プログラム数 300条件/100条件
適用補強熱スリーブ 40mm、60mm
融着接続後スクリーニング 1.96N引張り試験
放電自動補正機能 温度、気圧に応じて自動補正
光ファイバ観察方式 X軸、Y軸からの2方向観察
光ファイバ像表示倍率 56倍 28倍、56倍（ズーム時） 20倍、28倍（ズーム時）、56倍（ズーム時）
保存可能接続データ数 20,000接続データ 10,000接続データ
保存可能画像数 100画面
寸法 139W×209D×113H mm（衝撃緩衝材なし）　　179W×246D×131H mm（衝撃緩衝材あり）
質量 1.8kg（バッテリ含む）
モニタ 4.3インチワイドLCDモニタ（タッチスクリーン付き）
データ通信ポート＊4） USB ver.2.0×2ポート（mini-B×1、スタンダードA×1）、NFC
電源 AC：100 ～ 240V（50/60Hz）　　DC：11 ～ 24V
バッテリ連続使用回数＊5） 170回
電極棒寿命＊6） 1,500回
使用環境条件 高度：0 ～ 2,000m　温度：－10 ～ +50℃　　湿度：0 ～ 95%（結露なきこと）　　風速：15m/sec
保管環境条件 温度：－40 ～＋60℃　　湿度：0 ～ 95％（結露なきこと）

＊1）ITU-T勧告に準じた光ファイバに対応します。
＊2）�0.50mmは、オプションの0.50mm被覆径単心用光ファイバホルダおよび0.50mm

被覆径単心線4心一括接続用光ファイバホルダが必要です。
＊3）�融着接続機の特性を示す目的で、IEC61073-1の試験方法において測定した時の

数値であり、接続損失を保証するものではありません。
＊4）融着接続データや画像をPCに保存できます。
＊5）�100%充電された新品のバッテリを使い、室温環境（約20℃）で光ファイバ心線

を90秒に1回のペースで連続して融着接続と加熱補強を行える回数。 
バッテリの状態や使用状況によって使用できる回数は異なります。

＊6）電極棒の状態や使用環境によって回数は異なります。

多心光ファイバ融着接続機　S124Mシリーズ

■仕様

■融着接続13秒、加熱補強14秒の高速動作
■単独操作が可能なファイバクランプで、確実接続
■軸ズレ自動矯正支援機構で、確実接続
■ファイバガイドV溝が外れて、簡単清掃
■�200µmローラブルリボンの接続にも対応（S124M12）

S124M4
S124M8 S124M12

■耐落下衝撃性能 / 耐環境性能
落下衝撃 高さ76cmからの垂直落下試験（上面を除く5面）を実施し、正常動作する

ことを確認しています。

衝撃保護 IK07等級　500gの重りを40cmの高さから装置上に落下させた後、正常
動作することを確認しています。

防塵 IP5X等級　粒径25µm以下の塵埃が入った装置に8時間入れた後、正常
動作することを確認しています。

防滴 IPX2等級　3mm/分の水滴を15度傾けて4面×2.5分以上曝した後、正
常動作することを確認しています。

※風防を閉じた状態で試験しており本製品の無破損、無故障を保証するものではありません。
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問い合わせ先　光接続機器部 技術課　0436-55-8178　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

多心光ファイバ融着接続機　S124Mシリーズ

■光ファイバホルダ
品名 品番

0.25mm被覆径単心線用光ファイバホルダ S712S-250
0.50mm被覆径単心線用光ファイバホルダ S712S-500
0.90mm被覆径単心線用光ファイバホルダ S712S-900
2心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-002
4心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-04e
6心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-006
8心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-08e
12心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-12e
0.20mm被覆径12心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-12e-P200
0.50mm被覆径単心線4心一括接続用光ファイバホルダ S712R-500
単心インドアケーブル、単心ドロップケーブル用光ファイバホルダ S712S-1SM-D
単心細径インドアケーブル、単心細径ドロップケーブル用光ファイバホルダ S712S-1SM-ST
2心インドアケーブル、2心ドロップケーブル用光ファイバホルダ S712A-2SM-D

※掲載のない特殊光ファイバホルダにも個別対応いたします。

■アクセサリ
品名 品番

ソフト収納ケース SCC-01
バッテリ充電器 S980
傾斜スタンド AGS-02
ストラッププレート SPL-01
携帯ベルト WBT-01
搬送ホルダ（ドロップケーブル用） TRH-01
搬送ホルダ（0.50mm単心線4心一括用） TRH-02
USBケーブル USB-01
カーシガレットケーブル CDC-04
光ファイバカッタ S327A
光ファイバストリッパ S211B
光ファイバホットストリッパ S218R-Plus
光ファイバホットストリッパ（200µm被覆径テープ心線用） S218R-200 Ver.2
4心一括接続対応光ファイバホットストリッパ S218R-Plus-500

■光ファイバガイド V溝
品名 品番

0.25mmピッチ4心用V溝 FVG-04-P250
0.25mmピッチ8心用V溝 FVG-08-P250
0.25mmピッチ12心用V溝 FVG-12-P250
0.20mmピッチ12心用V溝 FVG-12-P200

※掲載のない特殊光ファイバガイド V 溝にも個別対応いたします。

■適用補強熱スリーブ
品番 適用心線 長さ

S921 単心ファイバ専用 60mm
S922 単心ファイバ専用 40mm
S924 単心ファイバ～ 8心テープ心線 40mm
S924F 12心テープ心線（間欠接着型を除く） 40mm
S927A 単心ファイバ～ 8心テープ心線 40mm
S927B 単心ファイバ～ 12心テープ心線 40mm
S927R 12心間欠接着型テープ心線 40mm

品名 品番
数量

S124M4 S124M8 S124M12

Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
セ
ッ
ト
構
成
品

推
奨
セ
ッ
ト
構
成
品

標
準
セ
ッ
ト
構
成
品

S124M4融着接続機本体 S124M4-X-A-0001 1台 － －
S124M8融着接続機本体 S124M8-X-A-0001 － 1台 －
S124M12融着接続機本体 S124M12-X-A-0001 － － 1台
ハード収納ケース HCC-11 1個 1個 1個
ツールケース TCC-01 1個 1個 1個
内蔵バッテリ S947 1個 1個 1個
融着接続機本体用ACアダプタ S979C 1個 1個 1個
融着接続機本体用AC電源コード － 1本 1本 1本
予備電極棒 ELR-01 1対 1対 1対
搬送治具 TRP-07 1個 1個 1個
搬送ホルダ台（TRP-07用） TRH-03 1組 1組 1組
補強部設置台（TRP-07用） CTX-04 1個 1個 1個
ファイバリフォーマ（4心以下用） FRF-01 1組 1組 1組
ファイバリフォーマ（12心以下用） FRF-02 － 1組 1組
Wi-Fiドングル WFD-01 1個 1個 1個
V溝清掃ブラシ VGC-01 1個 1個 1個
電極棒研磨用ゴム砥石 D5111 1個 1個 1個
LCD反射防止シート ARS-01 1枚 1枚 1枚
バンポン（ゴム足） RBC-01 1組 1組 1組
ハンドラップ － 1個 1個 1個
簡易取扱説明書 FTS-B558 1部 1部 1部
取扱説明書 UMC-03 1枚 1枚 1枚
4心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-04e 1組 1組 －
8心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-08e － 1組 －
12心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-12e － － 1組
光ファイバストリッパ S211B 1個 1個 1個
光ファイバホットストリッパ S218R-Plus 1式 1式 1式
光ファイバカッタ S327A 1式 1式 1式
0.25mm被覆径単心線用光ファイバホルダ S712S-250 1組 1組 1組
0.90mm被覆径単心線用光ファイバホルダ S712S-900 1組 1組 1組
2心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-002 1組 1組 1組
4心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-04e － － 1組
8心光ファイバテープ心線用光ファイバホルダ S712A-08e － － 1組

※融着接続機本体単品での販売は行いません。

■FULL・推奨・標準セット構成品

光
フ
ァ
イ
バ
融
着
接
続
機
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問い合わせ先　光接続機器部 技術課　0436-55-8178　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

光ファイバストリッパ　S211B （単心線用）

光ファイバホルダ　S712シリーズ
NJ001A、S001M4、S124Mシリーズで使用する光ファイバホルダです。

■ラインナップ
品番 数量 適用ファイバ 使用機種

S712S-250 1組 0.25mm被覆径単心線用 NJ001A融着接続機
S001M4融着接続機
S124Mシリーズ融着接続機

S712S-500 1組 0.50mm被覆径単心線用
S712S-900 1組 0.90mm被覆径単心線用
S712A-002 1組 2心光ファイバテープ心線用 S001M4融着接続機

S124Mシリーズ融着接続機S712A-04e 1組 4心光ファイバテープ心線用
S712A-08e 1組 8心光ファイバテープ心線用

S124Mシリーズ融着接続機S712A-12e 1組 12心光ファイバテープ心線用
S712A-12e-P200 1組 0.20mm被覆径12心光ファイバテープ心線用

S712R-500 1組 0.50mm被覆径単心線4心一括接続用 S001M4融着接続機
S124Mシリーズ融着接続機

S712S-1SM-D 1組 単心インドアケーブル用
単心ドロップケーブル用 NJ001A融着接続機

S001M4融着接続機
S124Mシリーズ融着接続機S712S-1SM-ST 1組 単心細径インドアケーブル用

単心細径ドロップケーブル用

S712A-2SM-D 1組 2心インドアケーブル用
2心ドロップケーブル用

S001M4融着接続機
S124Mシリーズ融着接続機

光ファイバホルダ

光ファイバストリッパ

S712R-500 S712A-2SM-DS712S-1SM-DS712S-1SM-ST

■仕様
項目 特性

適用光ファイバ SM、MM、DSF、NZDなど
光ファイバ心線数 単心線
光ファイバ外径 125µm
光ファイバ被覆外径 0.25、0.90mm
光コード外被外径 2.0、3.0mm
寸法 150W×90D×12H mm
質量 100g

■標準構成品
品名 品番 数量 備考

本体 S211B 1個

■φ0.25mm心線、φ0.9mm心線の被覆除去に対応
■光コードの外被除去に対応（φ2mm、φ3mm）

光
関
連
工
具

10



問い合わせ先　光接続機器部 技術課　0436-55-8178　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

光ファイバホットストリッパ　S218Rシリーズ

項目 S218R-Plus S218R-Plus-500 S218R-200 Ver.2
適用光ファイバ 石英系ガラス光ファイバ
適用クラッド径 125µm
適用光ファイバ心線数 単心～ 12心 4心～ 12心
適用被覆径（単心） 0.20 ～ 0.40mm 0.20 ～ 0.50mm ―
適用光ファイバテープ厚 0.20 ～ 0.40mm 0.20 ～ 0.25mm
間欠ファイバ対応 対応可 最適
加熱温度 80 ～ 140℃（4段階で設定可能）
駆動時間 約10時間：Normalモード
充電時間 約2.5時間：電源OFF状態にて

電源 AC入力：100 ～ 240V：ACアダプタ（S952）使用 
DC入力：11 ～ 14V

寸法 125W × 48D × 41H mm（突起部含まず）
質量 約260g（バッテリ含む）

使用環境条件 周囲温度：0 ～ 40℃ 
周囲湿度：95％以下（結露なきこと）

■仕様

■�間欠接着型テープ心線に対応 
（S218R-200 Ver.2を推奨）

■被覆除去時の加熱温度を最大140℃に設定可能
■被覆径0.20mmの光ファイバ心線に対応
■0.50mm単心線用に刃間隔切替機能付き
　（S218R-Plus-500）

■標準セット構成品
品名 S218R-Plus S218R-Plus-500 S218R-200 Ver.2 数量

本体 ＊1） S218R-Plus-01 S218R-Plus-02 S218R-200-02 各1台
バッテリ S944 各1個
ACアダプタ S952 各1個
本体袋 ＊1） S218X-04 各1個
六角レンチ ＊1） S218X-07 各1本
清掃用ブラシ ＊1） VGC-01 各1本
取扱説明書 FTS-B552 FTS-B549 各1部

＊1）単体での販売は行いません。

■オプション
品名 S218R-Plus S218R-Plus-500 S218R-200 Ver.2 数量

単心用アダプタ S218X-03 1式
替刃（交換用） S218X-88 S218X-55 1組（2枚）
スペーサ ＊2） S218X-22 1式
セット台 S218X-23 1台

＊2）被覆除去長さ調整時に使用。

S218R-Plus S218R-Plus-500 S218R-200 Ver.2

刃間隔切替 標準構成

光
関
連
工
具
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問い合わせ先　光接続機器部 技術課　0436-55-8178　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

光ファイバカッタ

光ファイバカッタ　S327A
■工具無しで刃位置の更新可能
■刃の交換をお客様自身で実施可能 

装置のダウンタイムを1分へ短縮
■机上でも片手でも操作可能
■レバーの開き角度を手の大きさに合わせて 

切り替え可能
■切断可能回数の増加（約35%増）※当社比

■安定した切断品質

■仕様
項目 S327A

適応光ファイバ SM、MM、DSF、NZDなど

光ファイバ心線数
単心線

テープ心線 250µm：2心～ 12心
テープ心線 200µm：2心～ 16心

光ファイバ外径 125µm

光ファイバ被覆外径
単心線：0.20 ～ 3.0mm

テープ心線：0.20 ～ 0.40mm × 0.25mmピッチ
テープ心線：0.20 ～ 0.40mm × 0.20mmピッチ

光ファイバ切断長
単心切断：3mm～＊1）

テープ心線切断：10mm～
切断可能心線数 ＊2） 65,000心（切断刃1か所あたり2,500心）＊2）

寸法 88W × 93D × 54H mm（収納時）
質量 320g

＊1）切断長3 ～ 5mm未満は被覆径0.25mm以下のみ対応
＊2）�刃の寿命を保証するものではありません。切断可能回数は使用状況やほこり、油など

の周囲環境によって異なります。 
0.20mmピッチテープ心線では切断可能心数が減少する可能性があります。

■標準セット構成品
品名 品番 数量

S327A本体 S327A-01 1台
単心アダプタ＊3） S327X-18 1個
屑箱 S327X-12 1個
キャリングケース S327X-17 1個
六角レンチ S327X-16 1本
台紙 S327X-21 1枚
取扱説明書 FTS-B617 1枚

＊3）単心アダプタの目盛は5 ～ 16mm

操作 1
刃ユニットを押し込み、
ファイバホルダを載せる

操作 2
カバーを押し下げる

操作 3
カバーを押し下げた手を離し、
ファイバホルダを取り出す

（ファイバ屑は
自動回収される）

■オプション
品名 品番 購入単位

屑箱 S327X-12 10個
キャリングケース S327X-17 1個
単心アダプタ＊3） S327X-18 1個
切断刃＊4） S327X-24 1組

＊3）単心アダプタの目盛は5 ～ 16mm
＊4）�切断刃以外の部品が損耗している場合は、切断刃の交換だけでは初期性能に戻ら

ない場合もあります。

光
関
連
工
具
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問い合わせ先　光接続機器部 技術課　0436-55-8178　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

補強熱スリーブ

S921 3.3

3.0 60

S922 3.3

3.0 40

S924 3.6

3.8 40

S927A 3.6

4.0 40

S924F
S927B
S927R

4.4

4.8 40

［単位：mm］

※収縮後寸法は参考値です。
　�ご使用の光ファイバ心線により異なる場合があり、

収縮後寸法を保証するものではありません。

補強熱スリーブ　S92□シリーズ

S921

内部チューブ

外部チューブ

抗 張 力 体
スリーブ長

融着接続点

単心ファイバ

内部チューブ

外部チューブ

抗 張 力 体
スリーブ長

融着接続点

単心ファイバ
あるいはテープ心線

テープ心線用補強熱スリーブ
（S924、S924F、S927A、S927B、S927R）

単心ファイバ用補強熱スリーブ
（S921、S922）

■補強熱スリーブの構造

■補強熱スリーブの収縮後寸法

■補強熱スリーブは、光ファイバ心線の融
着接続部の補強に用います。

■融着接続された箇所のガラスの曲げ強度
を補強します。

品番 適用心線数 推奨切断長  長さ 抗張力体
S921 単心ファイバ専用（φ0.25 ～ 0.90mm） 16mm 60mm ステンレス
S922 単心ファイバ専用（φ0.25 ～ 0.90mm） 10mm 40mm ステンレス
S924 単心ファイバ～ 8心テープ心線 10mm 40mm ガラス（透明）
S924F 12心テープ心線（間欠接着型を除く） 10mm 40mm ガラス（透明）
S927A 単心ファイバ～ 8心テープ心線 10mm 40mm セラミックス（黒色）
S927B 単心ファイバ～ 12心テープ心線 10mm 40mm セラミックス（黒色）
S927R 12心間欠接着型テープ心線 10mm 40mm セラミックス（黒色）

■ラインナップ
品番 数量

S921 25本/1袋
S922 25本/1袋
S924 25本/1袋
S924F 25本/1袋
S927A 25本/1袋
S927B 25本/1袋
S927R 25本/1袋

■標準構成品

補強熱スリーブ　S921DC
■ドロップケーブル融着接続専用の補強熱スリーブです。

■仕様
項目 特性

適用 ドロップケーブル、インドアケーブル、細径インドアケーブル
推奨切断長 10mm
長さ 60mm
抗張力体 ステンレス
数量 25本／ 1袋

S924

光
関
連
工
具
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問い合わせ先　光接続機器部 技術課　0436-55-8178　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

光ファイバ分割・分離工具

分 離

分 割

4心を2心・2心に分割したイメージ図

4心を単心に分離したイメージ図

テープ分割工具  S233シリーズ

�S233A/B/Cテープ分割工具は光ファイバテープ心線を希望する心
数へ分割することが可能な工具です。

■�ファイバガイドを交換することにより、希望する心数
への分割が可能

■着脱式ファイバガイドの採用により、工具を用いるこ
となく容易にガイドが交換可能

■簡単・確実・正確に光ファイバテープ心線を分割可能

■ラインナップ
型式 用途

S233A
4心テープ心線   → 2心と2心に分割が可能
4心テープ心線   → 3心と1心に分割が可能

S233B
4心テープ心線   → 2心と2心に分割が可能
8心テープ心線   → 4心と4心に分割が可能

S233C
12心テープ心線 → 6心と6心に分割が可能
24心テープ心線 → 12心と12心に分割が可能

S233D
12心テープ心線 → 6心と6心に分割が可能
12心テープ心線 → 8心と4心に分割が可能

■仕様
項目 特性

適用光ファイバ SM、DSFなど

光ファイバ心線数 光ファイバテープ心線：4〜24心
（標準ファイバピッチ0.25mm）

光ファイバ外径 125µm

光ファイバ被覆外径 光ファイバテープ心線：0.3〜0.4mm
（材質：UV被覆）

寸法 115W × 20D × 17H mm
質量 95g

※ MM型光ファイバテープ心線には対応していません。
※ �光ファイバテープ心線の被覆材質によっては分割できない場合があります。
※ �本分割工具にて分割した部分には傷が入る恐れがありますので「現用回線」

の収容されている光ファイバテープ心線には絶対に使用しないでください。
また、分割部分を現用回線としてご使用にならないでください。

品名 品番 数量
型式

備考
S233A S233B S233C S233D

本体 ＊） S233X-01 1台 ○ ○ ○ ○
清掃ブラシ S233X-02 1本 ○ ○ ○ ○
収納ケース S233X-03 1個 ○ ○ ○ ○

ファイバガイドA S233X-11 1個 ○ － － － 表面：4心→2心と2心に分割が可能
裏面：4心→3心と1心に分割が可能

ファイバガイドB S233X-12 1個 － ○ － － 表面：4心→2心と2心に分割が可能
裏面：8心→4心と4心に分割が可能

ファイバガイドC S233X-13 1個 － － ○ － 表面：12心→6心と6心に分割が可能
裏面：24心→12心と12心に分割が可能

ファイバガイドD S233X-14 1個 － － － ○ 表面：12心→6心と6心に分割が可能
裏面：12心→8心と4心に分割が可能

取扱説明書 FTS-B178 1部 ○ ○ ○ ○

＊） 単品での販売は行いません。

■標準セット構成品

分 離

分 割

4心を2心・2心に分割したイメージ図

4心を単心に分離したイメージ図

光ファイバ素線分離具  S220A

�S220A素線分離具は、光ファイバテープ心線を単心ファイバへ素線
分離することが可能な工具です。

（例：4心テープを4本の単心ファイバへ。）

■�手作業では困難なテープ心線の素線分離を簡単・確
実・正確に行います

■仕様
項目 特性

適用光ファイバ SM、MM、DSF、NZDなど
光ファイバ心線数 光ファイバテープ心線：2〜12心
光ファイバ外径 125µm
光ファイバ被覆外径 光ファイバテープ心線：0.3〜0.4mm（UV被覆）
寸法 55W × 30D × 22H mm
質量 100g

※�本工具により単心分離した部分は光ファイバテープ心線の縦裂き作業終了時に切り取り排
除してください。

※�本工具にて単心分離した部分には傷が入る恐れがありますので「現用回線」の収容されて
いる光ファイバテープ心線には絶対に使用しないでください。また、分離部分を現用回線と
してご使用にならないでください。

■標準セット構成品
品名 品番 数量

本体 S220A 1台
収納ケース － 1個
取扱説明書 FTS-B014 1部光

関
連
工
具

14



光
関
連
工
具

15

急速なFTTH需要の増加と共に中間後分岐接続時にシー
スを除去しファイバ心線を取り出す作業が急増していま
す。CS201は、簡単・確実・安全にシース除去作業が
行える工具です。

■シース除去時の光ファイバ心線誤切断を回避
　（刃を入れたシース切り口の目視確認が可能）
■円周方向、長手方向への切断が1台で可能
■刃が太く怪我をしにくい安全な構造
■小型（当社従来品の約2/3）
■軽量（当社従来品の約1/2）

2目盛降ろす
（1スライドごと）

引き裂き紐
シースを剥ぎ取り、引き裂き紐で
所定の剥ぎ取り長まで引き裂く

2目盛降ろす
（1回転ごと）

ストリップ位置に
PVCテープを
5回重ね巻きにする

■シース除去イメージ図

縦裂き輪切り ■仕様
項目 仕様

適用ケーブル外径 10〜32mm
適用ケーブル外被 PE、LAP（シース厚4mm以下）
質量 200g
寸法 90W×38D×52H mm
替刃 CS202とご指定ください

金属刃などは使用せず、テープ心線外周部からの摩
擦力にて分離を行う新方式を採用しました。
本製品は「ＱＳテープ」と併せてお使いいただくこと
で、分離作業をよりスピーディで容易に、また安心
して確実に行うことができます。

型式 品名 品番 数量 備考

QS101
本体 QS101 1台 －
付属品 － 1セット サンドペーパー 10枚　　メッシュ 2枚

■標準セット構成品

型式 品名 品番 数量 備考
QS101-S 付属品 QS101-S 1式※ サンドペーパー 100枚　　メッシュ 20枚

※�標準構成品の付属品10セットが1式となります。

■オプション
必要な線心だけ
分離接続

4心テープ心線

FineシースストリッパⅡ　CS201

QSテープ単心分離工具　QS101

問い合わせ先　ファイバ・ケーブル事業部門（技術）　03-6281-8610　https://www.furukawa.co.jp/telecom/
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光伝送装置

光ファイバ識別機
ID-H/R v3

クロージャ

光ファイバ
方向表示

検出レベル・周波数表示

識別モード
バッテリ残量

受光パワー

受光周波数

対照用光源

光ファイバ識別機　ID-H/R v3
■曲げ強ファイバに適応
	 ITU-T G.657 A2光ファイバ（R7.5）も識別できます

■対照（試験）光の検出感度向上
	 従来比10倍の強い背景光（通信光など）でも、対照光を検出できます 

（TONEモードのみ）

■受光感度調整機能による作業性向上
	 外乱光の影響を抑えることができます

■光ファイバ中の通信光強度の表示機能追加
	 光ファイバ中の通信光強度の推測値を表示できます 

識別した通信回線の確認ができます

■ヘッド交換が不要
	 φ0.25単心線～φ3コードまで対応

品名 品番 数量 備考

光ファイバ識別機 ID-H/R v3 ＡＩ02Ｈ03 1台 単3アルカリ乾電池2個
ストラップ付属

ソフト収納ケース AI02H-001 1個
取扱説明書 ― 1部

■使用方法例

項目 仕様
適用光ファイバ（規格） SMファイバ（ITU-T G.652 / ITU-T G.657 A1、A2）

適用光ファイバ φ0.25単心線 
2 ～ 12心テープ心線 φ1.1 ～φ3ファイバコード＊1） φ0.9単心線＊2）

受光波長 900 ～ 1700nm
受光周波数 270Hz/1kHz/2kHz（方形波、デューティー 50±10%）変調光、無変調光および連続した通信光
光パワー測定レンジ ＊3） 0 ～－80dBm

挿入損失最大レベル
1310nm 0.1dB 0.5dB
1550nm 1.0dB 2.0dB
1650nm 2.5dB 3.0dB

平均最低検出レベル ＊4）

1310nm －40dBm －30dBm －30dBm
－15dBm1550nm

－50dBm －40dBm －40dBm
1650nm

現用光および対照光の識別 【現用光】ランプ点灯（方向表示）＋ LCD表示（光パワー測定レンジ）＋ ブザー断続音
【対照光】ランプ点灯（方向表示＋TONE表示）＋ LCD表示（光パワーレンジ）+ブザー断続音

動作可能時間 ＊5） 8時間
使用環境条件 温度－10 ～+50℃　湿度0 ～ 95％（結露なきこと）
保存環境条件 温度－20 ～+60℃　湿度0 ～ 95％（結露なきこと）
寸法 40W × 65H × 163D mm
質量 170g（電池含む）

＊1）φ0.25mmUV心線以外が内蔵されたコードは適用外です。
＊2）適用心線外であるため参考値とします。
＊3）�ファイバからの漏れ光検出レベルです。
＊4）�ファイバ内の光パワー。本仕様（平均値）は当社光ファイバおよび測定方法に基づきます。メーカー、被覆色などによっては検出しにくい場合があります。
＊5）�常温環境下にて単3アルカリ乾電池新品使用時。

■仕様

好評のID-H/R ｖ2の操作性・携帯性をそのままにさらに使いやすくなりました。

■標準セット構成品

光ファイバ識別機 / 故障修理支援ツール

※ �識別作業を行う場合、必ず対照光を入れて識別作業を行ってください。 
「現用光のみでの識別」は行わないでください。

問い合わせ先　ファイバ・ケーブル事業部門（技術）　03-6281-8610　https://www.furukawa.co.jp/telecom/



故障修理支援ツール LBT-103 （株）正電成和製品

問い合わせ先　（株）正電成和 営業部　03-3493-1184　https://www.shodenseiwa.co.jp/

■102の機能はそのままで、101サイズまで小型化 
容積 1/2（102比）

■1ポートでOTDR、光パワーメータ、対照光源を使用可能 
（可視光源は別ポート）

■操作性向上 
タッチパネル採用、従来通りのシンプルな操作性 
ワンタッチでデータ保存可能

■バッテリ強化 
容量アップにより、駆動時間アップ（6時間→10時間）

■USB（Type-C）給電採用 
汎用性が高く給電ポートの強度もアップ

■ネットワーク機能を標準装備 
Wi-Fi機能内蔵により、離れた場所からスマートフォンで 
遠隔操作や測定データの確認が可能

品名
数量

LBT-103 LBT-103
キットA

LBT-103本体　バッテリパック内蔵（リチウムイオン電池） 1台 1台
USBパワーアダプタ（USBケーブル付属） 1個 1個
ストラップ 1本 1本
スタートガイド 1部 1部
LBT-103用ソフトケース＊） － 1個

＊） オプション販売も可能

■標準セット構成品

項目 仕様

寸法・質量 185W ×116H ×56D mm（突起部を除く）
約700g（バッテリ含む）

表示器 5.0型カラーTFT 液晶ディスプレイ
静電容量式タッチパネル

外部インターフェース USB2.0
光コネクタ SC/PC

電源

●専用バッテリパック（本体内蔵）
　連続動作時間:約10時間（代表値）
　充電時間：約5時間
●専用USBパワーアダプタ（標準添付）
　AC：定格 100 ～ 240V
　周波数：50/60Hz

環境条件

動作温度：ー10 ～+50℃ ＊1）

動作湿度：5 ～ 90%（結露なきこと）＊2）

保管温度：ー20 ～+60℃
保管湿度：0 ～ 90%（結露なきこと）

レーザ安全

●OTDR、光源
　適合クラス1（EN 60825-1）
●可視光減
　適合クラス2（EN 60825-1）

＊1）�USBパワーアダプタ使用時：0 ～ 40℃ 
バッテリ充電時：10 ～ 35℃ 
無線機能使用時：0 ～ 50℃

＊2）USBパワーアダプタ使用時は10 ～ 90%、結露なきこと

■一般共通仕様

■故障箇所検出方法

測定用のコネクタをパワーメータとOTDR測定の
ために差し替える必要がありません！

①電源SWをON
②�外被把持Tを�
測定ポートへ接続
　→ 受光パワー測定

③AVG測定キーをON トレースボタンをタップ
して波形画面に切替

■操作方法（3ステップ）

項目 仕様
波長設定 1,310/1,490/1,550nm
パワーレンジ ー70 ～+10dBm
ノイズレベル ー60dBm以下
不確かさ ±0.5dB

表示分解能 0.01dBm、0.01mW、0.01µW、0.01nW、0.01pW、
0.01dB

表示単位 絶対値：dBm、mW、µW、nW、pW
相対値：dB

変調モード CW

■パワーメータ仕様

項目 仕様
波長 1610±5nm
被測定ファイバ SMファイバ（ITU-T G.652）
光コネクタ SC/PC
距離レンジ 1/2/10km（自動切替）
パルス幅 10ns、20ns、50ns（距離レンジに応じて自動切替）
ダイナミックレンジ ≧8.0dB

デッドゾーン（分解能） ≦2m（フレネル）
≦7m（後方散乱光）

口元デッドゾーン 0m
（ダミーファイバ内蔵により、口元コネクタ損失が測定可能）

■OTDR仕様

項目 仕様
波長 1610±5nm
出力レベル ー3±1dBm 
レベル安定度 ±0.15dB
変調モード CW、270Hz、1kHz、2kHz

■光源仕様

項目 仕様
波長 650±20nm
出力レベル ー8dBm以上
変調モード CHOP　約2Hz

■可視光源仕様

スプリッタ

外被把持T

LBT-103LBT-103

FAS・FAなど
スプリッタ下部で

断線・ロス増が発生
お客様宅内から

LBT-103を
用いて測定

光
関
連
工
具
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現場組立型コネクタ

■�直接ファイバ端に取り付けが可能なので、融着接続が不要
■�研磨不要で「かんたん」に組立が可能
■�ケーブル把持型の「ESC-SM-250-KY-TB」はドロップケーブル、

インドアケーブル（サイズ1.6×2.0mm および 2.0×3.1mm）
に対応可能

■くさび外れ防止機能部材付き

●心線把持型
項目 仕様
ファイバ種 SM型
適用光ファイバ φ0.25mm単心光ファイバ
接続損失（対マスタコネクタ） 0.5dB以下＊）

反射減衰量 40dB以上＊）

＊）  測定波長は1310、1550nm

■仕様
●ケーブル把持型
項目 仕様

適用光ファイバケーブル

単心SM型ドロップケーブル
（厚さ2.0×3.1mm）
単心SM型インドアケーブル

（厚さ1.6×2.0mm、厚さ2.0×3.1mm）
接続損失（対マスタコネクタ） 0.5dB以下＊）

反射減衰量 40dB以上＊）

■ご注文は下記型番をご指定ください
●ケーブル把持型
適用ファイバ種 型番 販売単位
SMファイバ ESC-SM-250-KY-TB 10個

ケーブル把持型

組立前

組立後

組立前

組立後

心線把持型

●心線把持型
適用ファイバ種 型番 販売単位
SMファイバ（ブーツ有） ESC-SM-250-F-TB

10個
SMファイバ（ブーツ無し） ESC-SM-250-F-OB
※ブーツ無しタイプが標準です。

■組立方法

①本体にファイバを挿入 ②くさび除去 ③蓋閉め

ワンタッチで可能

ケーブルが仮固定されます。ケーブルが仮固定されます。

かんたんSCコネクタ

FAコネクタ用ストリッパ（0.25用） FAコネクタ用ホルダ

■�現場組立型コネクタかんたんSC（ケーブル把持型）の組立作業に必要な標準工具をセット化
■�現場でのコネクタ組立作業を円滑に行うことが可能

構成品 かんたんSC工具キットA かんたんSC工具キットB かんたんSC工具キットC
ソフトケース（200W×130D×120H mm） ○ ○ ○
プラスチックストリッパ ○ ○ ○
プラスチックストリッパ刃 6組（12枚） 6組（12枚） 6組（12枚）
FAコネクタ用ホルダ ○ ○ ○
ニッパ ― ○ ○
S326A光ファイバカッタ ― ― ○
ベンコット ― ○ ○
ハンドラップ ― ○ ○

かんたんSC工具キット （株）正電成和製品

問い合わせ先　ファイバ・ケーブル事業部門〈技術〉：03-3286-3452　〈その他〉：03-3286-3434　https://www.furukawa.co.jp/telecom/
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プラスチックストリッパ

■プラスチックストリッパの使用例

■プラスチックストリッパ（ミニ）の使用例

かんたんSCコネクタ

かんたんSCコネクタ

メカニカルスプライス

メカニカルスプライス

融着

プラスチックストリッパ

プラスチックストリッパNEO

■�刃のメンテナンス不要！ カセット式、ワンタッチで簡単に刃交換が可能
■�雨に濡れてもさびない
■�ファイバを傷つけにくい（従来製品よりファイバ強度UP）
■�融着、かんたんSCコネクタ、メカニカルスプライスなどマルチに対応
■�ミニタイプもあり

■025/05/透明09ファイバ全てに対応したプラスチックストリッパNEOが新登場
　（透明09用金属刃はオプション）
■さらなるスキルレス化、安定した被覆除去を実現
■刃の交換は従来通り可能
■ホルダ落下防止機能付き
　（古河電工ケーブルホルダ、当社メカスプ「S」ホルダのみ適用）
■固定用マグネット、および刃の清掃&交換用楊枝ポケット付き

キット名 内容
Aキット プラスチックストリッパ本体＋替え刃６組１２枚入
Bキット プラスチックストリッパ本体＋替え刃２組４枚入
替え刃キット 替え刃10組20枚入
プラスチックストリッパ（ミニ） プラスチックストリッパ（ミニ）本体＋替え刃１組２枚入

キット名 対象ファイバ 内容

プラスチックストリッパNEO 025/05
プラスチックストリッパNEO本体
　＋025刃1組（2枚）＋05刃1組（2枚）
　＋ケーブルホルダ（1個）

プラスチックストリッパNEO+ 025/05/09
プラスチックストリッパNEO+本体
　＋025刃1組（2枚）＋05刃1組（2枚）
　＋09刃（2枚）＋ケーブルホルダ（1個）

替え刃キット 025 替え刃10組20枚入

■�ご注文は下記キットのいずれかをご指定ください。

■�ご注文は下記キットのいずれかをご指定ください。

プラスチックストリッパ

プラスチックストリッパNEO

・ホットストリッパと同じ開閉構造
・扱いやすさを優先したサイズ

プラスチックストリッパ（ミニ）

（株）正電成和製品

（株）正電成和製品

問い合わせ先　（株）正電成和 営業部　03-3493-1184　https://www.shodenseiwa.co.jp/

0.9 刃
（オプション）

0.9 刃
（オプション）

0.25 刃

0.5 刃

本体

楊枝
ポケット

カバー
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メカニカルスプライス

単心メカニカルスプライス　MS901

単心メカニカルスプライスに接続冶具および
ファイバホルダ一組を添付品として供給。
別途特別な冶具を準備する必要はありません。

（株）正電成和製品

接続冶具およびファイバホルダ（一組）

■特長
①スペーサレス化

ファイバホルダにスペーサ機能を持たせた事によ
り、スペーサレスを実現

②ファイバホルダ　0.25/0.5mm兼用化
従来工具では、それぞれ専用となっていたホルダを、
0.25/0.5mm兼用化、構成部品数を削減

③�メカニカルスプライス専用ストリッパ不要
FAストリッパまたはプラスチックストリッパでの被覆
除去作業を実現
現場付けコネクタ作成で用いるＦＡストリッパでの被
覆除去が可能となりました

④ＦＡＳ/外被把持コネクタと
　同じファイバ突き合わせ方式を採用

コネクタと同様に、ファイバのたわみで接続を確認
できます。

型番 品名 対象
ファイバ 販売単位

MS901
単心

メカニカル
スプライス

被覆径
φ0.25mm

単心光ファイバ
（UV心線）

50個
（治具1個添付）

MS951 かんたん
スリーブ 50個

ファイバたわみ

スペーサ機能

■接続後のメカニカルプライスの取り出し方法

①を押すことでくさびが外れます ホルダのフタを開ける→②のレバーを後ろへ押し倒
す→メカニカルプライスを治具から取り出す

①①

②②

完成

問い合わせ先　（株）正電成和 営業部　03-3493-1184　https://www.shodenseiwa.co.jp/

組立前

外被把持型メカニカルスプライス　MS961 （株）正電成和製品

■仕様
項目 仕様

接続損失 0.4dB以下 ＊）

反射減衰量 40dB以上 ＊）

引張特性 10N印加前後での損失変動量 0.2dB以下
温度特性 －40 ～ 70℃ 損失変動量 0.3dB以下
寸法（mm） 100（W）×8.2（D）×8.2（H）

＊）測定波長は1310、1550nm
組立後

カバー
■�インドアケーブル、ドロップケーブル同士を直接接続可能
■�ケーブル切断時の復旧に最適
■「かんたんSC工具キット」にて組立可能
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融着型現場組立型コネクタ

EZ!Fuse®

■融着機を用いた簡易な現場組立型コネクタ
■現場での施工により配線余長を不要化
■短時間（約3分）でのコネクタ成端
■ネジ止め方式によるコードケブラーかしめ（かしめ工具不要）
■SCタイプ/LCタイプ、MM用/SM用、心線用/Φ2mm

コード用/Φ3mmコード用、APC/UPCなどの豊富なラ
インナップ

■仕様
項目 仕様

適用光ファイバ 900µm、2mm、3mm
コネクタタイプ SC、LC
ファイバ種 SM MM（62.5µm、50µm ＊1））
研磨種 APC UPC PC
接続損失（Typ.） 0.3dB ＊2） 0.3dB ＊2） 0.1dB ＊3）

反射減衰量 60dB以上 ＊2） 50dB以上 ＊2） 30dB以上 ＊3）

＊1） OM2、OM3、OM4
＊2） 測定波長は1310、1550nm
＊3） 測定波長は850、1300nm

組立前

組立前

融着接続

組立後

組立後

光コネクタクリーナー

FITEL CLEAN
■スキルレスなワンプッシュ動作で、コネクタ端面の汚れを除去。
■アダプタ内コネクタ/コネクタプラグ単体両方に対応。
■単心用クリーナー：カートリッジ交換でき、クリーニングコスト削減に寄与。
■多心用クリーナー：MPO/MTP, Flat/APC端面、オス/メスに対応。

■仕様
項目 仕様

型番
単心用クリーナー 多心用クリーナー

FTCN-E1 FTCN-E3 FTCN-M1
適用コネクタ MU、LC SC、FC、ST、E2000 MPO / MTP

適用フェルール PC / APC PC / APC Flat / APC
オス / メス

清掃回数 750回以上 750回以上 600回以上
長さ 240mm 230mm 197mm
交換カートリッジ型番

（3個/セット） FTCN-ES1 FTCN-ES3 ―

単心用クリーナー

多心用クリーナー

問い合わせ先　ファイバ・ケーブル事業部門〈技術〉：03-3286-3452　〈その他〉：03-3286-3434　https://www.furukawa.co.jp/telecom/

SCタイプ

LCタイプ



「融着接続機のアフターサービス」のご案内   （ISO 9001品質システム認証）

1

2

3

各種サービスについて

保守部品の保有期間

点検証明書

古河電気工業では、当社の光ファイバ融着接続機（以下融着接続機）、および関連工具類を常にお客様に最良の状態
で使用していただくため、お客様の満足と製品の品質を第一に考え、次のようなサービスを提供しております。

当社では、お客様が所有されております融着接続機、および関連工具類の修理依頼にお応えすべく保守用性能部品
（製品の機能を維持するために必要な部品）を生産終了後6年間にわたり確保しており、この期間を修理可能期間と
いたしております。

「融着接続機のアフターサービス」のお問い合わせ先

古河電工　テクニカルサービスセンター
〒290-8555　千葉県市原市八幡海岸通り6番地　　�TEL. 0436-55-8175　FAX. 0436-55-8177�

電話受付時間：�月〜金 9:00〜17:30�
（土日祝祭日、当社の定休日は除く）

・�お客様のご要望により、修理・点検を実施した融着接続機の機能に異常がないことを証明する、点検証明書を別
料金にて発行いたします。なお、点検証明書の発行は融着接続機に限らせていただいております。

・�点検証明書は、同一内容にて2部を1組として発行させていただきますので、必要数をお申し付けください。

・�点検証明書は、融着接続機の修理・点検ご依頼時のみに発行依頼を承っております。ご返却後の発行依頼、およ
び再発行依頼はお断りさせていただきますので、あらかじめご了承願います。

製品を熟知したサービスエンジニアを育成し、
確実で迅速な技術サポートの提供

性能を保証する活動として
国家標準にトレースされた測定機器による
修理・点検の提供

ご購入をいただいた融着接続機、および関連工具類に障
害が発生した場合、製品をお預かりの上、修理・点検を
実施いたします。

製品の取扱説明会、
光ケーブル接続施工講習会の提供

ご購入の際の取扱説明会や、光ファイバを基礎から学び
光ファイバ施工一般に関する知識を習得していただくセ
ミナー開催など、お客様のご要望に応じた内容にてご指
導にあたります。

保守部品の確保、およびご提供

製品を長年にわたり安心してご使用いただけるよう、ま
た修理･点検を迅速に行うため保守部品を確保しており
ます。さらにお客様ご自身で保守されるための消耗部品
の提供も行っております。

品質情報の有効活用

市場におけるお客様からの品質情報を収集分析し、品質
の向上を図るため、この情報は製造部門、および開発部
門へとフィードバックしお客様に満足していただける商
品開発に努めております。

ご利用の融着接続機、関連工具類に関しましてご不明
な点やご質問には、経験豊富なサポートスタッフによ
り、速やかに技術的なご相談に応じております。

修理・点検作業

お問い合わせメールアドレス　fec.askfitel@furukawaelectric.com
古河電工サポートページ　https://www.furukawa.co.jp/splicer/support/
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お客様サポート
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光ファイバとは、“光を導く細い繊維”という意味であり、光が伝搬する“コア”と呼ばれる部分と、�
その周辺を覆う同心円状の“クラッド”と呼ばれる部分の2種類の透明な誘電体（ガラスやプラスチック�
のように導電性のない物質）から構成されています。クラッドの屈折率をコアの屈折率よりも少し�
（0.2〜3％）小さくすることにより、光の全反射現象を利用して、光信号をコアの中に閉じこめて伝送
するものです。
光ファイバは、髪の毛ほどに細いといわれていますが、これは、最も一般的な光ファイバでクラッドの
外径が125μm（0.125mm）であり、光を伝えるコアは、数〜数十μm（μmは10−3mm）とさらに細
い構造となっています。これらの値は、必要とする伝送特性や機械特性などから考慮して決められるも
ので、光ファイバは優れた伝送特性に加え、細くて軽いといった特長を兼ね備えています。

光ファイバ中での光の伝搬の仕方には幾通りかあり、それぞれをモードといいま
す。複数のモードを通す光ファイバをマルチモード（多モード）光ファイバ（Multi 
Mode optical fiber：MM）といいます。その中でもコア内の屈折率分布が一様
である光ファイバをステップインデックス（SI）型光ファイバといい、コア内の
屈折率分布がゆるやかに変化した光ファイバをグレーデッドインデックス（GI）
型光ファイバといいます。インデックスとは屈折率（refractive index）を指し
ています。
コア径を小さくしていくと伝搬できるモードが減っていき、ついには基本モード
だけが残ります。このように一つのモードのみを通す光ファイバをシングルモー
ド（単一モード）光ファイバ（Single Mode optical fiber：SM）といいます。

コア

クラッド

125μm（0.125mm）

光ファイバ

マルチモード シングルモード

ステップ
インデックス
（SI）

グレーデッド
インデックス
（GI）

汎用シングル
モード
（SM）

分散シフト
（DSF）

ノンゼロ
分散シフト
（NZD）

伝送速度
40Gbps

10Gbps

1Gbps

伝送距離10km1km600m
SI

SM/DSF

NZD

光ファイバの種類とその適用

GI

光ファイバの種類

ステップインデックス型マルチモード光ファイバ（SI）

n2

n2

n1
n2

n2

n1

n2

n2

12
5μ
m50
μm

n1

屈折率分布形状

グレーデッドインデックス型マルチモード光ファイバ（GI） シングルモード光ファイバ（SM）

SMファイバGIファイバ

クラッド
コア

12
5μ
m10
μm

クラッド
コア

ステップインデックス型マルチモード光ファイバ（SI）

n2

n2

n1
n2

n2

n1

n2

n2

12
5μ
m50
μm

n1

屈折率分布形状

グレーデッドインデックス型マルチモード光ファイバ（GI） シングルモード光ファイバ（SM）

SMファイバGIファイバ

クラッド
コア

12
5μ
m10
μm

クラッド
コア

マルチモードファイバ シングルモードファイバ

●ステップインデックス型マルチモード光ファイバ（SI）
コアの屈折率分布が一様であり伝送帯域が他のファイバに比べて低く、一
般の情報通信用途には用いられていません。現在ではコア径を200umと大
きくし、受発光モジュールと接続しやすくした（安価にした）100m程度のデー
タ通信や、レーザ光のデリバリーケーブルなどの光パワー伝送などに用いら
れています。

●グレーデッドインデックス型マルチモード光ファイバ（GI）
コアの中心の屈折率が高く、外側に向かってゆるやかに低くなるようにコア
の屈折率分布を調整したマルチモード光ファイバです。コアの中心近くを
進む光より、コアの外側近くで全反射して進む光は伝搬距離が長くなります
が、伝搬速度が屈折率に反比例する特性を利用し、屈折率分布を最適化
して、全モードの伝搬時間を同一に近づけることで光信号のモード分散を
小さくしたものです。
標準的なコア径は、50μm（日本で主流）、または、62.5μm（北米で主流）
であり、シングルモードファイバより伝送損失が大きいですが、対応するネッ
トワーク機器が安価なためLANなどの短距離での通信用途として活用され
ています。

●汎用シングルモード光ファイバ（SM）
コア径を小さくし、基本モードしか通らなくした光ファイバです。波長1.31μm
での波長分散がゼロとなるように設計されたもので、1.31μmでの伝送特性
に優れています。単一モードなので、モード分散による光信号の歪みはあり
ません。そのため、高速・大容量のシステム・幹線網に適しています。

●分散シフトシングルモード光ファイバ（DSF）
石英系シングルモード光ファイバの伝送損失が波長1.55μm帯で最小である
ことを生かして大容量・高速度での通信を行うため、波長分散も1.55μm帯
で最小になるように屈折率分布形状を変え、ゼロ分散波長を1.55μm帯にシ
フトさせた長距離伝送用の光ファイバです。

●ノンゼロ分散シフトシングルモード光ファイバ（NZD）
ゼロ分散波長を1.55μm帯から少し外にシフトさせ、波長分散の傾きを抑え
ることで、広帯域での安定した伝送を可能とした光ファイバです。大容量波
長分割多重（WDM）長距離伝送や、メトロ、地域などの長距離ネットワーク
に適しています。

小←  →大 小←  →大 小←  →大
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光ファイバは線引きされる際に、保護のための被覆が施されます。
これを光ファイバ素線といって、光ファイバの基本単位となりま
す。素線のままでは保護が十分ではないため、さらに保護被覆を
施します。この状態を心線といい、以下の3種類に大別できます。

●0.25mm光ファイバ素線（UV心線）
光ファイバの上に紫外線硬化型樹脂

（UV樹脂）を被覆し、250μm（0.25mm）
の外径としたものです。

●0.9mm光ファイバ心線
光ファイバの上にプラスチック樹脂（ポリ
アミド、ポリエステル・エラストマーなど）
を被覆し、0.9mmの外径としたものです。
光ファイバ素線と比較すると機械強度や
取り扱い性に優れており、主に光コードや
機器内配線用に使用されています。

●テープ心線
0.25mm光ファイバ素線を平行に並べて、紫外線硬化型樹脂（UV
樹脂）を一括被覆したものです。この心線を溝付介在に集合したり

（テープスロット構造）、中心に撚り合わせ集合する（スロットレス
構造）ことにより高密度な光ファイバ実装を可能にします。
通常2心、4心、8心タイプがあり、融着接続機で一括融着するこ
とにより接続作業時間の大幅な短縮が可能です。

光ファイバ

被覆

0.25mm
0.125mm

光ファイバ

被覆

0.9mm

0.3～
0.4mm

0.125mm

緩衝層

光ファイバ

被覆

0.9mm

0.3～
0.4mm

0.125mm

緩衝層

光ファイバ

テープ被覆

光ファイバ心線 

長距離伝送に用いられるシングルモード型光ファイバケーブルに
おいて、製造時の構造などにより光ファイバ中の直交偏波モード
成分間に伝搬時間差が発生する現象を偏波モード分散（PMD）と
呼びます。
ただし、PMDはケーブルの状態によってランダムに変動するため、
PMDの分布確率を考慮に入れた指標としてPMDQが用いられてい
ます。

ITU-Tでは、光ファイバケーブルのPMDQとして以下の値を推奨
しています。

光ファイバケーブルの最適設計によりPMDQを0.2ps/√km以下
となるように管理することで将来の超高速通信（100Gbps）への
拡張が可能になります。

光ファイバケーブルの偏波モード分散（PMD）

光ファイバ接続についての基礎知識

1.　�光ファイバ接続技術とは、大まかに分けると下記の通り分類
されます。

　　①永久接続
	 a. 融着接続
	 b. メカニカルスプライスによる接続

　　②繰り返しの着脱可能な方法
	 a. コネクタ接続
　�	� ②のコネクタ接続は、光サービスの運用や、保守での切り替えが

必要な接続点で主に使用され、それ以外は通常①の永久接続が
適用されます。

2.　光ファイバ接続での損失発生
　　�光ファイバ同士を突き合わせ、接続する場合、双方の光ファ

イバのコアの部分を正確に対向させ、完全に接続する必要が
あります。これが完全でない場合、一方の光ファイバコアか
ら出射された光の一部が他方の光ファイバコアに入射できず、
クラッド内に放射され、これが接続損失となります。接続損
失要因は以下の通りです。

3.　融着接続の種類と原理
　　融着接続方式は以下の2種類に分類されます。
　　①固定V溝によるクラッド調心
　　②コア調心方式

固定V溝によるクラッド調心

調心方式

光ファイバ心線

固定V溝

V溝に光ファイバをセット

固定V溝外径調心方式（イメージ図）

1

予加熱融着（先が丸くなる）2

表面張力効果により外表面一致3

融着接続4

●光ファイバをＶ溝に設置して光ファイバの外表面を基準にして合わせる方式。
　コアとクラッドが同心であることを前提とする。
●光ファイバ溶融軟化すると表面張力により光ファイバ外表面が一致する。 　

コア位置を計測して、V溝を駆動し、ファイバを調心する

調心
調心 光ファイバ心線

駆動V溝

マイクロメータ

V溝に光ファイバをセット

駆動V溝コア調心方式（イメージ図）

1

コアの軸ズレが無い位置に調心2

予加熱融着（先が丸くなる）3

融着接続4

●光ファイバの側面からクラッドを通してコアの位置を観察して軸合わせする方式。
●加熱溶融部が光ファイバの突き合わせ部の狭い箇所に限定される狭域放電を利用
　し、表面張力による外表面一致を行わない。

標準仕様
光ファイバケーブル

低PMD
光ファイバケーブル

PMDQ 0.5ps/√km 0.2ps/√km

①光ファイバの軸ズレ

②光ファイバの端面欠け

③光ファイバの端面リップ

④光ファイバのごみ

⑤隙間

⑥光ファイバの折れ曲がり

⑦光ファイバの端面角度

⑧光ファイバのコア径差

θ

θ
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１. ルート選定
ルート選定にあたっては、使用目的を充足しつつ、安全性、保守
性やコストも考慮にいれる必要があります。光ケーブルの接続箇
所、分岐数、回線のセキュリティ、既設設備の利用、メンテナンス性、
布設工事の難易度などを考慮し、バランス良く比較をする必要が
あります。

２. 伝送損失配分
一般的には以下の方法で伝送損失配分を行います。

３. 条長決定
接続箇所数を減らすという観点ではケーブルは長い方がよいとい
えますが、線路の状態によってはケーブルの許容張力を超えるリ
スクがあります。
架空線路では屈曲部が多いほど、地中管路では管路内部の状態や
カーブより布設張力が急激に増大します。
ケーブル長は1kmを基準とし、線路の条件を事前調査した上で設
計することを推奨いたします。
クロージャなど接続部のメンテナンス性も勘案する必要がありま
す。

４. ケーブル選定方法
光ケーブルの選定は、光ケーブルの使用目的と布設環境によって
使い分けることを推奨いたします。

一般的にチェック項目としては以下のものがあげられます。これ
らの点を勘案しながらルートの選定をしますと、コスト的に見て
比較的妥当な線路設計となります。

１ 光ケーブルの心数、外径・質量はどれくらいか。
光ケーブルの心数は現段階の必要数だけではなく、将来の需要増
の分も見込んで、決定することを推奨いたします。システム機器
の方は世代交代も激しく、個別のバージョンアップも可能ですが、
線路を更新するのは莫大な費用と期間を要します。
さらに、心数に加えて、将来の通信機器の性能向上にも対応可能
な高機能光ファイバを選定するのも重要です。
光ケーブルの外径・質量は、ファイバの種類・心数、および布設
環境に対応したケーブル構造により決まります。

2  光ケーブルの接続箇所・分岐数はどれくらいか。
接続箇所はケーブルの分岐場所を基本として、後は条長とメンテ
ナンス性により決めます。

3  回線のセキュリティをどのレベルで考えるか。
一般的には光ファイバを使用するようなシステムは、多重化度が
高く、多くのデータを搬送するものが多いため、セキュリティに
はかなり気を配る必要があります。そういった意味で2重ルート
にする必要性があるかどうかも検討対象になります。しかし、低
コスト性とは相反する問題であり、その妥協点をどこに置くかが
ポイントでもあります。

4  �トラフ、ダクト、管路、電柱など既設のもので利用でき
るものがあるか。

既存設備の活用によりコストを低減することも重要です。
コストには、光ケーブルを布設する工事費等の初期コストと、既
存設備の借用費用など継続的に発生するランニングコストの両方
を総合的に評価することが必要です。

5  メンテナンス性はどうか。
光ファイバケーブルもメンテナンスが必要ですので、その作業時
に苦労をしないように、接続箇所の位置などを考える必要があり
ます。

6  布設工事の難易度はどの程度か。
架空、地中、宅内など、場所によって布設工事の難易度は変化し
ますが、コストや施工の容易さだけでなく、要求される信頼性・
安全性・保守性も考慮しての選定が大切です。

チェック項目 αT＝�α0×（ℓ1＋ℓ2＋ℓ3＋…＋ℓn＋1）＋（α1×n）＋（α2×m） 
αT：区間伝送損失（dB） 
α0：ケーブルの伝送損失（dB/km） 
α1：融着接続損失

α2：コネクタの結合損失 
 ℓ：ケーブルの長さ（km） 
 ｎ：融着接続数（箇所） 
 ｍ：コネクタ接続数（箇所）

＊�GI型ファイバの場合は上記の他にシステム結合損失として 
数dB程度マージンを取ってください。

ℓ1 1

成端接続 中間接続 中間接続 成端接続 コネクタ

2 3 nℓ2 ℓ3 ℓn＋1

①地中管路・屋外ダクトの場合
SZスロット型

（WB4TSZEタイプ）

②架空布設の場合

SZスロット型
（WB4TSZEタイプ）

自己支持型
（SSWタイプ）

③耐鳥虫獣害対策が必要 
HSシース型

（4TSZHタイプ）

④落雷・誘導対策が必要 
ノンメタリック型

（IF4TSZEタイプ）



技術資料

工　事

技
術
資
料

27

１. 布設工事

1  運搬
光ファイバケーブルは、通常の通信ケーブルと同様に取り扱えま
す。ただし、積下し時にトラックの荷台などから直接地面につき落
とすなどの乱暴な取り扱いは避けてください。また、ドラムを転�
がす場合は、側面板に印刷されている回転方向を守ってください。

2  保管
光ファイバケーブルは、通常の通信ケーブルと同様に取り扱えま
す。ただし、湿気の侵入を防ぐため、ケーブルの両端にキャップ
をして密封してください。

3  最大許容張力および許容曲げ半径
光ファイバケーブルは最大許容張力および許容曲げ半径が規定さ
れています。必ず規格値を守ってください。将来、ケーブルの耐
用年数に影響をおよぼす可能性があります。1回の布設では最大
許容張力を守れない場合は、両端振り分け布設してください。こ
の場合は下図の8の字取りを使用し、ケーブルに捻じりが入らな
いように注意してください。

注意事項

1  通常の布設
下図のように電柱ごとに金車をかけて引綱を通し、ウィンチまた
は人力で引くのが一般的です。

架空布設

1  線通し
引通し線を鉄線に置き換えた後、下図のような清掃具を取り付け、
管路内を引通して清掃してください。その後、引綱に置き換えて
布設をします。

管路布設

2  電柱間に障害物がある場合
電柱間に障害物がある場合は、下図のように電柱間に仮にロープ
などを延線し2号金車を適当な間隔に取り付け、ケーブルの弛み
を防止します。また、高圧引下線、低圧線、電話線などの障害物
がある場合は防護管などにより保護します。

4  引綱
引綱はロープ、ワイヤーなど何でも良いですが、ケーブルに捻じ
りが入らないように撚り返し金物を必ずつけ、引張端を付けた上
で布設速度は組み合わせて使用するけん引装置に応じて20m/分
以下で行ってください。

裏返す

カーブ用金車＊ 2号金車

引綱
撚返し金物

2H以上

＊カーブ用金車としては曲率半径300ｍmの11連金車が適しています

H

仮吊線ケーブル

2号金車

毛ブラシ 布きれ   引通し線
（φ4mm鉄線）
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2  張力の計算方法
a. 直線水平部の布設

直線水平ルートに先端引きで布設する場合の張力Tは、ケーブル
と管路などとの摩擦力およびケーブル自重から、次の式で求めら
れます。

b. 直線傾斜部の布設

直線傾斜ルートに先端引きで布設する場合の張力Tは、ケーブル
と管路などとの摩擦力およびケーブル自重から、次の式で求めら
れます。

c.水平曲線部への布設

水平曲線ルートに先端引きで布設する場合の屈曲部前後の張力T1
とT2との間には、次の関係があります。

T＝�9.8μWℓ 
T：（N） 
W：1mあたりのケーブル質量（kg/m） 
ℓ：布設長（m） 
μ：�ケーブルと管路間の摩擦係数 

（ 通常は0.5として計算します）

上り坂の場合
T＝�9.8Wℓ（μcosθ1＋sinθ1） 

θ：ルートの傾斜角度（ラジアン）
下り坂の場合
T=9.8Wℓ（μcosθ1−sinθ1）

T1

ケーブル

T2

T2＝T1 × eμθ2

θ2

２. 接続工事

ケーブルを接続するには一般的にクロージャを使用します。一般
的手順は以下の通りです。細かい点はクロージャの種類によって
違いますので、それぞれの製品の組立工法書を参照ください。

接続クロージャ

接続位置の決定

ケーブル口出し作業

ケーブルの固定

部品の装着

光ファイバ心線の接続

光ファイバ心線の収納

介在線の処理

クロージャスリーブの組立

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

（ ケーブルの切断位置・皮剥位置）

（ 皮剥・心線の取り出し）

（ 端面板の組立）

（ 連結棒などの組立）

（ 次項の作業）

（ 余長をシートなどに収納）

（ 介在線の接続など）

ℓ

T1

T2

θ1

保護等級 内容
0級 特に保護がされていない
1級 鉛直から落ちてくる水滴による有害な影響がない（防滴I形）

2級 鉛直から15度の範囲で落ちてくる水滴による有害な影響が
ない（防滴II形）

3級 鉛直から60度の範囲で落ちてくる水滴による有害な影響が
ない（防雨形）

4級 あらゆる方向からの飛まつによる有害な影響がない
（防まつ形）

5級 あらゆる方向からの噴流水による有害な影響がない
（防噴流形）

6級 あらゆる方向からの強い噴流水による有害な影響がない
（耐水形）

7級 一時的に一定水圧の条件に水没しても内部に浸水すること
がない（防浸形）

8級 継続的に水没しても内部に浸水することがない（水中形）

■クロージャの防塵防水特性

防塵防水特性に関する保護等級について、「JIS C 0920」に規定
されるIPコードで表示しています。

表示方法  IP□ □　　表示例：IPX7（防水性7等級の場合）

保護等級 内容
0級 特に保護がされていない

1級 直径50mm以上の固形物が中に入らない
（握りこぶし程度を想定）

2級 直径12.5mm以上の固形物が中に入らない
（指程度を想定）

3級 直径2.5mm以上のワイヤーや固形物が中に入らない
4級 直径1mm以上のワイヤーや固形物が中に入らない
5級 有害な影響が発生するほどの粉塵が中に入らない（防塵形）
6級 粉塵が中に入らない（耐塵形）

水の浸入に対する保護等級（防水性）

外来固有物に対する保護等級（防塵性）
規定を省略する場合は「X｣とします。

水の浸入に対する保護等級（防水性）

外来固有物に対する保護等級（防塵性）
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光ファイバを光機器と接続する場合、もしくは光ファイバ同士を
容易に切り離せる状態で接続する場合はコネクタを使用します。
コネクタには用途によって色々種類がありますので、使い分けて
ください。
一般的には、コネクタの現場付け作業は困難なため、工場付けした
光コードと光ケーブル側心線とを融着接続し、成端箱に収めます。

コネクタ接続

光ファイバ心線の接続には通常、融着法を使用します。これは融
着接続機でアーク放電を起こし、ガラスを融かし接着するもので
す。融着部分はガラスがむき出しになり、機械的強度が弱くなっ
ているのでその保護のために保護スリーブをかけます。
融着接続機はその用途別に色々なものがありますので、使い分け
てください。
融着機について詳しくは、P.6〜9をご参照ください。

融着接続（前記フローの光ファイバ心線の接続の部分）

融着接続機のセット

融着接続機の清掃

保護スリーブの挿入

二次被覆の除去

光ファイバの洗浄

素線切断

ファイバを融着接続機へセット

ファイバの突き合わせ

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

融着
↓

スクリーニング
↓

補強
↓

（ ストリッパで被覆を剥ぐ）

（ アルコールを浸した
専用の脱脂綿で拭く）

（ カッタでファイバを切断する）

（ アーク放電により融着）

（ 接続部の機械的強度の確認）

（ 保護スリーブを接続部にかけ、
加熱・収縮させる）

■光ファイバ融着接続機と工具のメンテナンス
光ファイバ融着接続機や工具は非常に精密な機械です。小
さな汚れにも影響を受けてしまうので、清掃を実施するな
どのメンテナンスが必要です。トラブルが発生した時に処
置をするのではなく、トラブルの発生を予防するために日
常的なメンテナンスを実施することが重要です。
ここでは融着接続機や工具の具体的なメンテナンス方法を
ご紹介します。

●V溝の清掃　
ファイバガイドに加工された溝は断面から見るとV字型になっているの
でV溝と呼ばれています。V溝に汚れが付着すると光ファイバの軸が
ずれてしまい、軸ズレエラーが発生したり接続損失が悪化します。
V溝の清掃は綿棒にアルコールをつけて行います。光ファイバを押さ
えるクランプの接地面も同時に清掃してください。あらかじめ前処理
をした光ファイバの端面を使用するとより効果的です。

●ミラー、レンズの清掃　
風防の内側などにあるミラーは、CCDカメラに向かって照射してい
るLEDランプの光を反射させています。
繰り返し融着接続をしていると、放電の熱や溶けた光ファイバの成
分がミラーを徐々に汚していきます。
ミラーやレンズが汚れていると、画面に異物が映ったり、暗くボヤけ
たりして画像処理が正しく行えません。
ミラーやレンズは脱脂綿や綿棒にアルコールをつけて清掃してください。

●光ファイバカッタ切断刃の清掃　
光ファイバカッタの切断刃に汚れが付着していると、切断不良の原
因となります。綿棒にアルコールをつけて切断刃を清掃してくださ
い。
切断刃が摩耗して使用できなくなった場合は、止めネジを緩めて回
転させてください。切断刃には番号が表記されていて数字が1つ大
きい方へ回転させて止めネジを締めて固定します。また光ファイバ
カッタは精密な工具ですので落下などに注意して使用してください。

●純度が低いアルコールを使うと水分
が光ファイバ上に残ります。
●�普通の脱脂綿ですと紙塵が光ファイ
バ上に残るので専用の脱脂綿（ベン
コット）を使います。
●�洗浄は、光ファイバの軸上に平行に脱
脂綿を3〜4回移動させて行います。
このとき、“キュッ、キュッ”と音が
出るくらい拭いてください。ただし光
ファイバを曲げながら、洗浄すると簡
単に折れてしまいますので注意が必要
です。
●テープ心線の場合、心線同士が重な
っている場合があるので、光ファイ
バの先端を指で弾いて、ばらします。
先端以外の部分に触ると、指の脂が
ファイバに付着して、接続の品質に
悪影響を与えるので注意が必要です。
●一度使用した脱脂綿は再利用せず、
光ファイバの洗浄にはその都度新しい
脱脂綿を使ってください。

〔 使うもの〕
●純度99％以上の工業用アル
コールと塵が出にくい専用の
脱脂綿

  光ファイバ洗浄前の注意事項
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光ファイバ線路の端から端までどの
程度の伝送損失があるかを測定する
もので、この測定によりケーブル損
失および接続工事の良否を判定しま
す。
一般的には右図のような測定系を使
用します。

光源・パワーメータによる試験

1  原理
光ファイバの片端からパルスを入れ
ると、パルスは散乱・吸収による損
失で強度を減じながらファイバの長
手方向に伝わっていきますが、その
一方でレーリー散乱・破断点や光ファ
イバの出口側の鏡面効果などの原因
で反射されて次々に入口側に返って
きます。この戻りパルス光を測定し、
データを平均化して画面に表示させ
ます。この波形観測により、接続損失、
伝送損失、線路長、障害位置などが
わかります。

2  測定例
線路の測定例を右図に示します。

パルス試験（OTDR）

３. 測定
光ファイバ線路が正常に接続された
かどうかを保証するために、通常、以
下の測定試験のどちらか、もしくは
両方を行います。メタルケーブルに
おける断線・混線試験、絶縁抵抗試験
に相当するものです。 光源 ダミーファイバ

両端コネクタ付コード

被測定区間

センサ

：コネクタ パワーメータ

光源 バンドパスフィルタ
両端コネクタ付コード

被測定区間

センサ

：コネクタ
パワーメータ

OTDR

融着点 急激な曲がり 融着点 障害点

距離km

受
光
レ
ベ
ル
dB

コネクタ 終端

GI ファイバの場合の区間伝送損失の測定系

SM ファイバの場合（長波長）の区間伝送損失の測定系

１. 予防保全
光ファイバケーブルを使うシステム（かなりの高速のLANなど）
は、通常その伝送データ量が多いので、障害が起きた時の被害は
相当なものと予想されます。したがって、その保守は日常から気
を配っておく必要があります。
光ファイバケーブルの日常保守としては、線路監視システム、ガ
ス保守・警報線などの保守システムの活用の他に、定期点検とし
て巡視・測定などを行ってその記録を取るとともに、必要に応じ
て整備を行う必要があります。

２. 障害復旧
万一、回線障害が発生した時は、障害が機器側か線路側か、コネ
クタ部で切り分けて確認します。機器側であれば、モジュールの
取替えなどを行います。線路側であれば、測定の項で述べたパル
ス試験を行い、概略の障害位置を割り出し、その部分の外観など
を観察し障害位置を特定して、ケーブルの取替え・割り入れなど
で復旧します。
迅速な復旧を行うため、回線重要度によっては、復旧用の予備品
を常備することも必要です。
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次に実際の計算方法を説明していきます。接続された各光ファイ
バの後方散乱光の強さをNo.1、No.2、大きさをNo.1＜No.2と
すると、図2の関係が成り立つことが判ります。

●まとめ
図2より融着接続損失Tを得るためにMとM'の平均を取れば良いこ
とが判ります。つまりOTDRで光ファイバ接続部の損失を両方向
から測定しないと、本当の融着接続損失は得られないことになり
ます。（後方散乱光の差Eは、両方向から測定されたとき、正負が
逆ですが大きさが同じなので、平均化すると相殺されます。また、
後方散乱光の強さがNo.1＞No.2の場合でも、考え方は同じです。）

（後方散乱光Eが負で融着接続損失Ｔより大きいので測定される
　損失はOTDRでは増幅しているように見える。）

（後方散乱光Eが正の場合は、段差Ｍは大きく見える。）

図2：後方散乱光の強さがNo.1＜No.2の場合（OTDRは常に左側のファイバ端に接続されています。）

融着点光ファイバ No.1 光ファイバ No.2

（A）   M＝－（E－T） （B）   M'＝＋（E＋T）

No.1

No.1

No.2

No.2

E
T

T

E

接続損失＝  （段差 M + 段差 M'）  （dB）
　　 2

後方散乱光の強さ　No.1< No.2

図1は一方向から測定したOTDRの波形画面の一例で、（1）が
融着接続点、（2）、 （3）はコネクタ接続の反射点です。（1）の
dBの段差は、融着接続した箇所での光パワーの損失となりま
すが、この段差には融着接続損失以外に後方散乱光の差が含
まれています。この後方散乱光の差は、接続される光ファイ
バ自身がある強さの後方散乱光を持っており、接続部でその
差が現れたものです。これらは同一メーカーの光ファイバで
も製造ロットにより異なるもので、必ず生じるものです。	

したがって、後方散乱光の差をE、融着接続損失をTとすると、
（1）の段差Mは

	 M（dB）= T + E

となり、融着接続損失Tを得るために、後方散乱光の差Eを除
く必要があることが判ります。

光パワー（dB）

距離（kmなど）
図1：OTDRの波形

（1）

M

（2）（3）

■光測定器OTDRでの接続損失はなぜ両方向からの測定が必要なのですか？
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https://www.furukawa.co.jp/splicer/support/engineer_training.html

各主要都市で開催の講習会は
２日コース、３日コースをお選びいただけます。
お申込は１名様より承ります。
全てのコースで修了証を発行いたします。

出張講習コースは講習内容により１日～４日間までお客様のご要望に添って実施いたします。
講習内容についてはホームページより講習内容例をご参照ください。

●�本講習会を受講するとｉＮＩＰ ＊1）｢Bronze｣および｢Silver｣コースの�
「光｣実技講習会免除と、継続的学習プログラムの学習ポイントを取得できます。
●�公的機関の人材開発支援助成金を適用される場合があります。�
詳細については受講の１ヶ月以上前に各都道府県労働局に�
お問い合わせください。

＊1）詳しくはｉＮＩＰのページをご覧ください　http://www.b2every1.org/inip/

通信用光ケーブルの接続施工技術習得を支援します

光ケーブル
接続施工講習会

コース名称 開催場所 最少催行人数 開催日程

2日間コース
弊社ホームページ参照

４名様以上
弊社ホームページ参照

3日間コース

出張講習コース お客様ご指定場所 お客様ご希望日

コース
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コース 内容 講習形態

３日間
コース

２日間
コース

基礎知識 光ファイバ基礎知識 座学

光ファイバ接続

融着接続

座学・実習メカニカルスプライス

光コネクタ組立

心線余長収納 実技

光伝送路測定
区間伝送損失測定

座学・実習
OTDR測定

模擬線路（１） インドアケーブル・小型接続箱 実技

模擬線路（２） 丸ケーブル・壁掛け成端箱 総合実習

「光ケーブル接続施工講習会」のお問い合わせ先

古河電工　光技術トレーニングセンター
〒290-8555　千葉県市原市八幡海岸通り6番地

TEL. 0436-55-8178　FAX. 0436-42-1848
電話受付時間：月〜金 9:00〜17:30（土日祝祭日、当社の定休日は除く）

お問い合わせメールアドレス　fec.askfitel@furukawaelectric.com
古河電工サポートページ　
https://www.furukawa.co.jp/splicer/support/

講習内容
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工事会社、電材店、通信問屋関連のお客様

本 社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目16番8号（古河電工神田ビル）
□ 第一営業部 TEL.（03）5297-8778 FAX.（03）5297-8606
□ 第二営業部 TEL.（03）5297-8696 FAX.（03）5297-8705
□ 第三営業部 TEL.（03）5297-8771 FAX.（03）5297-8619
□ エレクトロニクス部 TEL.（03）5297-8730 FAX.（03）5297-8703

関 西 支 社 〒530-0001 大阪市北区梅田2丁目2番22号（ハービスENT）
□ 建設電販部 TEL.（06）6346-4173 FAX.（06）6346-4198

中 部 支 社 〒450-6643 名古屋市中村区名駅1丁目1番3号（JRゲートタワー）
□ 建設電販部 TEL.（052）414-6141 FAX.（052）414-6494
□ 電装エレクトロニクス部 TEL.（052）414-6340 FAX.（052）414-6492

九 州 支 社 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3丁目2番1号（日本生命博多駅前ビル） TEL.（092）483-5561   FAX.（092）483-5559
東 北 支 社 〒980-0811 仙台市青葉区一番町4丁目1番25号（JRE東二番丁スクエア） TEL.（022）267-0771 FAX.（022）268-7375
北 海 道 支 店 〒060-0001 札幌市中央区北１条西4丁目1番地2（J&Sりそなビル） TEL.（011）251-5991 FAX.（011）231-2927
北 関 東 支 店 〒320-0811 宇都宮市大通り4丁目1番20号（けやき通りビル） TEL.（028）624-6894 FAX.（028）624-6896
静 岡 支 店 〒420-0851 静岡市葵区黒金町20番1号（AIG静岡ビル） TEL.（054）652-5070 FAX.（054）652-5080
北 信 越 支 店 〒930-0005 富山市新桜町4番28号（朝日生命富山ビル） TEL.（076）431-0863 FAX.（076）431-0865
中 国 支 店 〒730-0037 広島市中区中町8番18号（広島クリスタルプラザ） TEL.（082）246-0881   FAX.（082）246-8689

地域情報・CATV・放送関連のお客様 → 通信インフラ営業部　光伝送システム課 TEL.（090）7013-5494
インフラ営業部　第1課（関西） TEL.（06）6346-4018
インフラ営業部　第2課（中部） TEL.（052）414-7214 FAX.（052）414-7439
九州支社  営業1課 TEL.（092）483-5533 FAX.（092）483-5550

公共関連のお客様 → 社会インフラ推進室 TEL.（03）6281-8551
インフラ営業部　第1課（関西） TEL.（06）6346-4018
九州支社  営業1課 TEL.（092）483-5533 FAX.（092）483-5550

通信事業者関連のお客様 → 通信インフラ営業部　通信システム課 TEL.（03）6281-8555
エレクトロニクス関連のお客様 → 通信・産業機器営業部　テレコムデバイス課 TEL.（03）6281-8560

https://www.furukawa.co.jp/telecom/

本 社 〒100-8322 東京都千代田区大手町2丁目6番4号（常盤橋タワー）
関 西 支 社 〒530-0001 大阪市北区梅田2丁目2番22号

（梅田阪神第2ビルディング（ハービスENT））
中 部 支 社 〒450-6643 名古屋市中村区名駅1丁目1番3号（JRゲートタワー）
九 州 支 社 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3丁目2番1号（日本生命博多駅前ビル）
中 国 支 社 〒730-0037 広島市中区中町8番18号（広島クリスタルプラザ）
東 北 支 社 〒980-0811 仙台市青葉区一番町4丁目1番25号（JRE東二番丁スクエア）
北 海 道 支 社 〒060-0001 札幌市中央区北１条西4丁目1番地2（J&Sりそなビル）
四 国 支 店 〒760-0023 高松市寿町1丁目1番12号（パシフィックシティ高松）
沖 縄 支 店 〒900-0015 那覇市久茂地3丁目15番9号（アルテビルディング那覇）

J-552 2312 TR 25

輸出管理規制について　�本書に記載されている製品・技術情報は、我が国の「外国為替及び外国貿易法並びにその関連法令」の適用を受ける場合があります。また、米国輸出管理規則
（EAR：Export Administration Regulations）の適用を受ける場合があります。本書に記載されている製品・技術情報を輸出および再輸出する場合は、お客様
の責任および費用負担において、必要となる手続きをお取りください。詳しい手続きについては、経済産業省 または 米国商務省へお問い合わせください。

・このカタログの内容はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。
・印刷の関係上カタログと実物では色調が異なる場合がありますのでご了承ください。
・�このカタログに記載された商品は日本国内の仕様に基づいたものです。国外での使用については必ず弊社にご相談ください。
・このカタログ中の価格には消費税が含まれておりません。
・沖縄および離島は海上運賃＋島内運賃別途見積もりとなります。
・このカタログに記載されている会社名および商品名は各社の登録商標または商標です。

技術サポートのお問い合わせは
古河電気工業株式会社 ファイバ・ケーブル事業部門
お問い合わせWEB窓口
fec.optcom@furukawaelectric.com
製品情報
https://www.furukawa.co.jp/product/communication/


